
定
例
総
会
終
わ
る

新
会
長
に

川
口
明
和
さ
ん
（
高
１７
）

次
期
会
長
は

鈴
木
勝
彦
さ
ん
（
高
１８
）

＝＝＝8月3日「ちい散歩」の収録で＝＝＝

関連記事 9ページに

2009年11月発行
（平成21年11月）

千葉県立匝瑳高等学校
同 窓 会 事 務 局
〒２８９‐２１４４千葉県

匝瑳市八日市場イ‐１６３０
ＴＥＬ．0479‐72‐1541
ＦＡＸ．0479‐73‐6146
代表：川 口 明 和

平
成
21
年
度
定
例
総
会
は
、
六
月

二
十
八
日（
日
）に
母
校
西
城
館
に
て

午
前
十
時
よ
り
開
催
。
加
瀬
会
長
、

杉
浦
校
長
の
挨
拶
に
続
き
前
年
度
決

算
、
本
年
度
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、

新
会
長
に
川
口
明
和
さ
ん
（
高
17
）

が
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
次
期
会
長
候
補
と
し
て
の
副

会
長
に
は
、
鈴
木
勝
彦
さ
ん
（
高
18
）

を
選
出
し
、
他
の
役
員
も
全
員
承
認

さ
れ
た
。
な
お
、
総
会
席
上
で
、
江

畑
魁
さ
ん
（
高
２
）
に
感
謝
状
と
記
念

品
を
、
ま
た
岩
瀬
藤
作
さ
ん
（
定
昼
１
）

に
は
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
小
川
和
之
さ
ん
（
高

17
）
に
よ
り
「
デ
ジ
タ
ル
放
送
時
代
の

テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
」
と
の
演
題
の
も
と
、

昨
今
の
話
題
に
つ
い
て
、
情
報
機
器
を

使
用
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

た
。そ

の
後
、梅
田
家
に
会
場
を
移
し
て
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

（1） 同 窓 さ ふ さ （第40号）

のびる母校 ひろがる同窓 http://www.dosokai.ne.jp/sosako/

平成21年度 �
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今年も会場に飾られた生け花
当時の面影を唯一残す天文気象部部室前で
スタッフに説明をしている地井さん

玄関で地井さん（左）と応対する猿渡教頭（高２６）



会

長

�
川
口

明
和
（
高
１７
）

副
会
長

�
鈴
木

勝
彦
（
高
１８
・
次
期
会
長
）

�
小
関

公
人
（
高
１７
・
匝
陵
会
）

�
堀
越

正
夫
（
高
１３
・
旭
匝
会
）

江
畑

鎭
男
（
高
６
・
銚
匝
会
）

石
井

國
夫
（
高
１４
・
横
匝
会
）

�
渡
辺

政
治
（
高
１７
・
多
古
）

土
岐

四
郎
（
高
１１
・
京
葉
）

伊
藤

清
（
高
１０
・
東
京
）

�
佐
藤

幸
司
（
高
１８
・
干
潟
）

�
平
山

勝
男
（
高
１６
・
野
栄
）

清
水

幸
男
（
高
１４
・
飯
岡
）

伊
藤

雅
美
（
高
６
・
光
）

�
加
瀬

操
（
高
１７
・
海
上
）

石
毛

忠
（
高
９
・
四
街
道
）

監

事

渡
邉

順
一
（
高
２１
）

�
伊
知
地
正
一
（
高
２０
）

総
務
部
長

�
栗
田

壮
一
（
高
１７
）

文
化
部
長

米
本

雅
男
（
高
１０
）

体
育
部
長

�
小
関

公
人
（
高
１７
）

会
報
編
集
長

馬
淵

英
夫
（
高
１０
）

事
務
局
長

岩
瀬

道
治
（
高
２４
校
内
）

会

計

加
瀬

茂
（
高
２７
校
内
）

顧

問

杉
浦

雅
美
（
校

長
）

猿
渡

末
治
（
高
２６
・
全
日
制
教
頭
）

東
城

孝
（
全
日
制
教
頭
）

石
原

修
（
定
時
制
教
頭
）

斎
田

完
（
事
務
主
幹
）

参

与

加
瀬

武
彦
（
高
１６
・
前
会
長
）

（
従
来
の
方
々
に
加
え
）

更
な
る
よ
り
良
い
環
境
作
り

会
長

川
口
明
和
（
高
１７
）

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
壮

健
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
六
月
二
十
八
日
の
総
会

に
お
い
て
承
認
を
得
て
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
浅
学
非
才
な
も
の

が
大
役
を
引
き
受
け
ま
し
た
の
で
、

ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

私
は
母
校
で
あ
る
匝
瑳
高
校
が
大

好
き
で
す
。
母
校
を
心
か
ら
感
謝
し

愛
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
で
も
当
時

の
こ
と
が
、
大
変
懐
か
し
く
思
い
出

し
ま
す
。
卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
各

方
面
で
そ
れ
ぞ
れ
に
ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
は
同
じ
学
び
舎
を
卒
業
し

た
友
の
集
ま
り
で
、
同
じ
蔦
校
舎

（
私
の
時
代
は
校
舎
全
体
が
蔦
で
包

ま
れ
て
お
り
ま
し
た
）、
校
庭
、
机
、

先
生
で
勉
学
に
部
活
に
切
磋
琢
磨
さ

れ
て
き
た
皆
さ
ん
で
す
。

歴
代
の
会
長
、
役
員
、
会
員
の
皆

さ
ん
が
八
十
五
年
間
母
校
の
伝
統
を

継
承
し
て
守
っ
て
き
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
敬
意
を
表
す
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。
今
、
同
窓
会
は
親
睦
だ
け
で

な
く
学
校
支
援
に
力
を
傾
注
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
同

窓
会
報
「
さ
ふ
さ
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
で
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

現
在
の
匝
瑳
高
校
は
素
晴
ら
し
い

生
徒
が
集
い
「
至
誠
、
剛
健
、
快
活
、

高
雅
」
の
校
訓
の
下
に
持
て
る
力
を

学
習
、
部
活
動
、
学
校
行
事
に
と
力

一
杯
発
揮
し
、
進
学
・
部
活
動
に
実

績
を
出
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
私

は
、
在
校
生
の
方
々
の
た
め
に
勉
学

に
部
活
動
に
「
更
な
る
よ
り
良
い
環

境
」
作
り
が
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

卒
業
生
、
匝
中
１
回
（
昭
和
４
年

卒
）
か
ら
高
61
回
（
平
成
21
年
３
月

卒
業
）
ま
で
二
五，

八
四
四
人
の
力

を
結
集
し
て
在
校
生
の
た
め
の
更
な

る
よ
り
良
い
環
境
作
り
を
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
そ
れ
に
は
同
窓

会
活
動
の
目
的
に
大
義
名
分
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

同
窓
会
活
動
に
な
り
え
る
目
的
、

こ
れ
は
私
の
「
思
案
」
で
は
あ
り
ま

す
が
、
次
な
る
歴
史
と
伝
統
を
未
来

に
継
承
し
て
い
っ
て
頂
け
る
在
校
生

の
た
め
「
匝
瑳
高
校
同
窓
会
奨
学
資

金
制
度
」
創
設
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
制
度
は
本
校
に
在
学
す
る

生
徒
で
学
業
・
人
物
に
優
れ
家
計
の

状
況
等
に
経
済
的
な
援
助
を
必
要
と

す
る
生
徒
に
同
窓
会
か
ら
給
付
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

実
は
、
匝
瑳
高
校
人
材
の
育
成
を

切
望
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

旭
匝
会
（
旭
市
支
部
）
の
総
会
に
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
で
し
た
。

講
演
者
の
旭
市
長
明
智
忠
直
様
（
市

立
旭
中
央
病
院
の
開
設
者
）
は
匝
瑳

高
校
に
医
学
・
医
療
に
進
ま
れ
る
人

を
育
成
し
て
頂
き
た
い
と
の
願
い
を

切
望
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
人
材
育
成
に
つ
い
て

も
、
更
な
る
よ
り
良
い
環
境
作
り
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
た
な
る
目
的
を
み
ん
な
で
共
有

す
る
た
め
総
務
部
会
、
幹
事
会
、
特

に
31
回
（
昭
和
54
年
３
月
卒
）
か
ら

57
回
（
平
成
17
年
３
月
卒
）
の
幹
事

さ
ん
に
問
い
か
け
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
お
伺
い

す
る
機
会
を
今
後
予
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
現

在
一
九，

一
六
七
人
の
同
窓
会
員
の

皆
さ
ん
が
目
的
を
一
つ
に
し
て
、
持

て
る
力
を
分
担
し
て
、
結
束
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

私
の
「
思
案
」
が
今
後
の
創
立
90

周
年
の
記
念
事
業
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
様
方
の
益
々
の

ご
健
勝
と
母
校
の
一
層
の
発
展
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（第40号） 同 窓 さ ふ さ （2）

平成21年度 役 員 一 覧

※ 支部推薦の副会長は、支部で変更された時点で変更になります。
※ �印新任、他は留任。
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総
務
部
会
で
毎
回
の
よ
う

に
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
が
、
さ
ふ
さ
編
集
委

員
に
、
高
校
20
回
卒
以
後
の

方
々
の
参
加
が
切
望
さ
れ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
今
年
の

卒
業
生
は
全
日
制
で
61
回
、

定
時
制
で
55
回
で
す
。
編
集

の
仕
事
は
今
の
と
こ
ろ
年
二

回
の
発
行
で
、
年
に
六
日
か

ら
八
日
、
匝
高
で
企
画
、
割

付
、
校
正
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
特
別
な
資
格
は
何
も
い

り
ま
せ
ん
。
唯
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
か
ら
無
報
酬
で
す

少
し
で
も
関
心
の
あ
る
方
、

あ
る
い
は
そ
う
い
う
方
を
御

存
知
の
方
は
事
務
局
（
匝
高

平成21年度 一般会計予算案
自 平成21年4月 1日
至 平成22年3月31日

（3） 同 窓 さ ふ さ （第40号）

平成20年度 一般会計決算書

収 入 額

11，402，963 10，504，934 898，029

支 出 額 差引残高

自 平成20年4月 1日
至 平成21年3月31日

1．収入の部

2．支出の部

科 目

会 費

入 会 金

繰 越 金

寄 付 金

雑 収 入

計

会 議 費

事 務 費

旅 費

慶 弔 費

振込手数料

会報発行費

補 助 費

学校支援費

ＨＰ管理費

積 立 金

予 備 費

計

科 目

予算額

5，000，000

1，035，000

4，241，274

500，000

10，000

10，786，274

4，549，000

1，032，000

4，241，274

409，000

1，171，689

11，402，963

▲ 451，000

▲ 3，000

0

▲ 91，000

1，161，689

616，689

全319＋定25

高校15回生一同様
より 10万円他
名簿広告，名簿売上
銀行利子

750，000

650，000

70，000

300，000

70，000

6，000，000

1，200，000

1，000，000

350，000

0

396，274

10，786，274

453，847

195，669

28，500

173，500

55，830

7，219，549

1，006，767

960，932

410，340

0

0

10，504，934

▲ 296，153

▲ 454，331

▲ 41，500

▲ 126，500

▲ 14，170

1，219，549

▲ 193，233

▲ 39，068

60，340

0

▲ 396，274

▲ 281，340

総務，文化，
幹事会，支部

事務通信費，印刷費

会務旅費

役員，母校職員等

会費振込手数料

印刷費，発送費
編集会議
部活動補助，文化祭補
助，教育活動の補助

母校教育活動への
支援

ホームページの管理

予算額

増 減

増 減

備 考

備 考

決算額

決算額

3．収入－支出対照表

積立金

総資産

振替口座

郵便口座

手元現金

32，500，000

33，398，029

99，749

635，250

163，030

898，029

前年度総資産 36，741，274

次年度へ繰越

総資産の増減 － 3，343，245

1．収入の部

2．支出の部

科 目

会 費

入 会 金

繰 越 金

寄 付 金

雑 収 入

計

会 議 費

事 務 費

旅 費

慶 弔 費

振込手数料

会報発行費

補 助 費

学校支援費

ＨＰ管理費

積 立 金

予 備 費

計

科 目

予算額

5，500，000

1，038，000

898，029

250，000

200，000

7，886，029

5，000，000

1，035，000

4，241，274

500，000

10，000

10，786，274

500，000

3，000

▲3，343，245

▲ 250，000

190，000

▲2，900，245

全322＋定24

名簿売上
（１冊４，０００円）
銀行利子

460，000

220，000

30，000

200，000

60，000

4，500，000

1，000，000

1，000，000

400，000

0

16，029

7，886，029

750，000

650，000

70，000

300，000

70，000

6，000，000

1，200，000

1，000，000

350，000

0

396，274

10，786，274

▲ 290，000

▲ 430，000

▲ 40，000

▲ 100，000

▲ 10，000

▲1，500，000

▲ 200，000

0

50，000

0

▲ 380，245

▲2，900，245

総務，文化，幹事会
支部

事務通信費，印刷費

会務旅費

役員，母校職員等

会費振込手数料

印刷費，発送費
編集会議
部活動補助，文化祭補
助，教育活動の補助

母校教育活動へ
の支援

ホームページの管理

予算額

増 減

増 減

備 考

備 考

前年度予算

前年度予算

｛

数
学
科

岩
瀬
道
治

0
4
7
9

―

7
2

―1
5
4
1

匝
高
事
務
室
）
ま

で
御
一
報
下
さ
い
。
は
が
き
で

も
結
構
で
す
。

尚
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員

会
で
、
運
営
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
運
営
委
員
に
な
っ
て

「
交
流
ひ
ろ
ば
」
な
ど
を
大
い

に
活
性
化
さ
せ
て
下
さ
い
。
又

文
化
部
で
も
部
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
文
化
部
で
は
同
窓
会

総
会
や
匝
高
の
蔦
陵
祭
を
中
心

に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
部
員

の
個
展
な
ど
の
紹
介
、
交
流
な

ど
も
し
て
い
ま
す
。
又
、
同
窓

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
お
若
い

方
々
も
是
非
参
加
し
て
下
さ
い

事
務
局
ま
で
御
連
絡
下
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

�

�

�

�

�

�

。

。



記

念

講

演

校
史

探
訪

��

（第40号） 同 窓 さ ふ さ （4）

①
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
世
界
の

潮
流

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
、

音
楽
や
ビ
デ
オ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
に
入
り
、

放
送
と
通
信
の
融
合
化
が
進
む
中

で
、
欧
米
を
は
じ
め
世
界
的
に
放

送
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
推
進
さ
れ
、

現
在
世
界
の
二
十
以
上
の
国
と
地

域
で
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
実
施
し
て

い
る
。

②
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
特
徴
と
サ
ー

ビ
ス
イ
メ
ー
ジ

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
て
、

雑
音
や
映
像
の
乱
れ
に
強
く
ク
リ

ア
な
映
像
と
音
声
、
多
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
よ
る
番
組
の
増
加
、
デ
ー
タ

放
送
に
よ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
放
送
と
視
聴
者
と
の
双
方
向

サ
ー
ビ
ス
な
ど
デ
ジ
タ
ル
放
送
な

ら
で
は
の
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
を
楽

し
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

③
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性

日
本
の
電
波
は
も
う
こ
れ
以
上

隙
間
も
無
い
ほ
ど
過
密
に
使
わ
れ

足
り
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
現

状
を
解
決
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
っ
て
周
波
数
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
の
ひ
と

つ
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
余
裕

が
出
来
た
電
波
を
通
信
な
ど
他
の

目
的
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
。

④
完
全
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

国
の
法
律
で
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

放
送
の
周
波
数
使
用
期
限
を
二
〇

一
一
年
七
月
ま
で
と
す
る
こ
と
が

決
ま
り
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
首
都

圏
な
ど
一
部
地
域
で
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
が
開
始
さ
れ
た
。現
在
、

二
〇
一
一
年
七
月
二
十
四
日
の
デ

ジ
タ
ル
ラ
ジ
オ
放
送
も
開
始
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

創
立
以
来
十
二
年
間
、
初
代
校

長
と
し
て
校
訓
の
制
定
を
始
め
校

歌
を
作
る
な
ど
苦
心
の
経
営
を
さ

れ
た
草
野
金
松
先
生
の
あ
と
、
二

代
目
校
長
田
中
勝
夫
先
生
の
着
任

は
昭
和
十
一
年
四
月
で
あ
っ
た
。

着
任
す
る
や
新
校
長
は
�
共
々

に
運
動
学
科
最
後
ま
で
�
の
モ
ッ

ト
ー
を
掲
げ
ら
れ
、
私
の
見
る
と

こ
ろ
校
訓
の
中
で
一
番
欠
け
て
い

る
の
は
剛
健
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
は
大
い
に
剛
健
の

気
風
を
高
め
て
行
こ
う
と
喝
破
さ

れ
た
。

そ
し
て
先
ず
手
始
め
に
全
校
マ

ラ
ソ
ン
を
実
施
し
自
ら
率
先
し
て

ラ
ン
ニ
ン
グ
姿
で
一
緒
に
走
ら
れ

た
。
校
長
が
眞
っ
先
に
走
ら
れ
る

の
で
各
教
科
の
先
生
方
も
一
斉
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に

勢
い
づ
く
よ
う
に
生
徒
の
方
も
懸

命
に
走
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
体
操

の
時
間
と
同
じ
よ
う
に
、
風
邪
引

き
な
ど
の
見
学
者
も
い
た
が
、
単

に
残
っ
て
何
も
せ
ず
に
い
る
事
は

許
さ
れ
ず
、
団
体
で
三
キ
ロ
位
の

と
こ
ろ
歩
く
の
が
常
で
あ
っ
た
。

田
中
校
長
に
な
っ
て
初
め
て
県

下
中
等
学
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
、

川
口
重
夫
（
中
10
回
当
時
四
年
生

旧
姓
宇
井
）
が
優
勝
し
六
位
の
宇

井
貞
文
（
中
10
元
八
日
市
場
市
教

育
長
）
ら
の
活
躍
で
団
体
も
優
勝

し
、
田
中
先
生
に
と
っ
て
は
幸
先

の
良
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
私

の
入
学
し
た
昭
和
十
二
年
に
な
る

と
、
先
ず
新
入
生
歓
迎
マ
ラ
ソ
ン

に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
の
卒
業
生

送
別
マ
ラ
ソ
ン
に
至
る
ま
で
年
度

内
に
十
回
以
上
の
全
校
マ
ラ
ソ
ン

が
行
わ
れ
て
い
た
。

七
月
に
支
那
事
変
が
始
ま
り
、

南
京
陥
落
祝
賀
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う

な
慶
事
に
つ
け
て
の
記
念
マ
ラ
ソ

ン
。
戦
地
の
兵
隊
の
ご
労
苦
を
偲

び
毎
月
一
日
興
亜
奉
公
日
が
制
定

さ
れ
る
と
、
持
参
す
る
弁
当
に
お

か
ず
を
つ
け
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

梅
干
し
一
個
だ
け
の
日
の
丸
弁
当

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
日
は

毎
月
全
校
マ
ラ
ソ
ン
が
実
施
さ
れ

た
。
や
が
て
五
年
生
の
十
二
月
八

日
、
米
英
に
対
す
る
宣
戦
布
告
が

な
さ
れ
、
こ
の
日
を
大
詔
奉
戴
日

と
し
て
全
校
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ

た
。
こ
う
し
て
毎
年
十
回
以
上
の

全
校
マ
ラ
ソ
ン
、
そ
し
て
時
に
学

年
マ
ラ
ソ
ン
も
あ
り
、
匝
中
マ
ラ

ソ
ン
は
応
援
の
マ
ラ
ソ
ン
歌
も
創

ら
れ
士
気
を
鼓
舞
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

田
中
先
生
は
運
動
学
科
最
後
ま

で
の
目
標
の
も
と
、
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
た
め
に
授
業
を
休
む
こ
と
は

一
回
も
な
く
、
す
べ
て
放
課
後
に

こ
れ
を
行
っ
た
。
そ
し
て
私
の
卒

業
ま
で
一
年
だ
け
落
ち
こ
ん
で
県

下
六
位
な
ど
と
い
う
時
も
あ
っ
た

が
、
い
つ
も
優
勝
す
る
か
、
二
位

に
で
も
な
る
と
ほ
ん
と
う
に
負
け

た
ァ
と
言
う
気
分
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

そ
れ
が
近
ご
ろ
は
滅
多
に
優
勝

の
言
葉
を
聞
か
な
く
な
っ
た
の
は

Ｏ
Ｂ
と
し
て
は
ま
こ
と
に
寂
し
い

限
り
で
あ
る
。
在
校
生
諸
君
の
精

進
努
力
と
奮
起
を
促
し
た
い
。

品
村

晃
祥
（
中
14
）

デ
ジ
タ
ル
放
送
時
代
の

テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ

小

川

和

之



  

【
東
京
支
部
（
匝
東
会
）】

四
月
十
八
日
（
土
曜
日
）
東
京

市
谷
の
私
学
会
館
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

で
第
十
一
回
匝
瑳
中
・
高
校
東
京

支
部
同
窓
会
総
会
（
会
長
伊
藤
清

10
回
卒
）
が
開
か
れ
た
。

嵐
山
光
三
郎
の
短
編
作
品
「
同

窓
会
奇
談
」
に
次
の
よ
う
な
く
だ

り
が
あ
る
。「
人
々
が
同
窓
会
へ

出
か
け
て
、
交
錯
し
た
時
間
の
糸

を
た
ぐ
り
寄
せ
合
う
の
は
、
昔
の

自
分
に
出
会
お
う
と
い
う
無
為
の

作
業
で
あ
る
」

こ
の
日
、
年
長
組
は
昭
和
十
七

年
（
中
14
回
）
卒
の
木
川
統
一
郎

先
輩
、
年
少
組
は
平
成
元
年
（
高

41
回
）
卒
の
遠
藤
正
和
さ
ん
ま
で

縦
系
列
の
校
友
一
〇
八
人
が
集
ま

っ
た
。
横
並
び
減
数
あ
る
の
み
の

ク
ラ
ス
会
は
有
限
だ
け
れ
ど
も
、

わ
が
匝
東
会
は
果
て
し
な
く
な
が

く
続
く
こ
と
を
如
実
に
し
め
し
た

こ
と
に
…
…
。
そ
れ
に
し
て
も
私

も
含
め
て
、
七
十
歳
前
後
の
校
友

が
出
席
者
の
七
割
を
数
え
る
の
は

時
代
の
移
り
変
わ
る
い
き
お
い
を

感
じ
さ
せ
る
光
景
で
あ
る
。

私
た
ち
は
同
窓
、
同
郷
と
い
う

だ
け
で
打
ち
解
け
た
。
共
通
の
時

代
背
景
の
中
に
、
あ
の
校
歌
の
も

と
に
、
友
人
た
ち
と
と
も
に
生
き

た
「
も
う
一
人
の
自
分
」
を
見
る

�
無
為
の
作
業
�
が
身
に
し
み
る

の
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
機
会
を
今
年
も
作
っ

て
く
れ
た
匝
東
会
の
お
世
話
役
に

感
謝
し
、
ま
た
同
窓
会
の
形
を
格

あ
ら
し
め
る
に
、
新
学
期
の
多
忙

の
中
、
遠
く
か
ら
馳
せ
参
じ
ら
れ

た
新
任
の
杉
浦
学
校
長
を
は
じ
め

来
賓
の
方
々
の
来
駕
に
改
め
て
謝

意
を
陳
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
言
葉
は
「
醸
す
」

伊
藤
清
会
長
は
、
今
年
は
「
醸

す
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
よ
う
と
提
案
し
た
。
ス
ロ
ー

が
も
て
は
や
さ
れ
る
健
康
志
向
の

時
代
、
美
味
し
く
て
平
和
的
で
、

文
化
・
伝
統
的
な
響
き
の
含
蓄
あ

る
言
葉
で
あ
る
が
、
会
長
と
し
て

わ
き
ま
え
た
言
で
あ
れ
ば
同
窓
・

校
友
間
に
「
よ
り
親
し
み
の
感
情

を
醸
す
」
と
い
う
意
志
に
違
い
な

い
。い

ま
や
ガ
ソ
リ
ン
だ
っ
て
、
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
そ
の
四
割
を
発
酵
で

作
ら
れ
る
と
い
う
時
代
に
な
っ

た
。
醸
さ
な
い
の
は
物
議
だ
け
、

今
年
も
賑
々
し
く
匝
東
会
を
醸
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

大
原
幽
学
の
こ
と

招
待
講
演
で
伊
藤
忠
良
旭
市
長

（
定
夜
９
回
卒
）
は
郷
土
の
誇
り

と
し
て
大
原
幽
学
を
あ
げ
ら
れ

た
。
幽
学
に
つ
い
て
系
統
だ
っ
た

話
を
私
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

ま
す
ま
す
刺
激
的
な
話
と
し
て
拝

聴
し
た
。

ち
ょ
う
ど
田
植
え
の
季
節
、
現

在
の
よ
う
に
整
然
と
一
直
線
に
、

縄
を
張
っ
て
田
植
え
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
幽
学
の
指
導
を
も

っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
あ
た

り
の
こ
と
を
学
習
し
に
行
っ
て
み

た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
ま
だ
ま

だ
乱
雑
に
田
植
え
し
て
い
た
と
こ

ろ
が
、
世
界
の
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に

あ
る
の
に
…
。

平
山

豪
（
高
10
）

【
四
街
道
支
部
】

四
街
道
支
部
同
窓
会
第
十
一
回

総
会
開
催
に
つ
い
て

七
月
十
二
日（
日
）十
二
時
三
十

分
か
ら
四
街
道
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
四
街
道
支
部
同
窓
会
第

十
一
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

母
校
か
ら
杉
浦
雅
美
校
長
、
本

部
か
ら
川
口
明
和
会
長
（
高
17

回
）、
岩
瀬
道
治
本
部
事
務
局
長

（
高
24
回
）
が
出
席
さ
れ
、
支
部

会
員
三
十
一
名
参
加
の
も
と
に
母

校
及
び
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
講
演
会
を
開

催
し
、
現
在
、
四
街
道
市
文
化
財

審
議
会
委
員
・
四
街
道
市
史
編
纂

執
筆
委
員
・
東
京
情
報
大
学
・
拓

殖
大
学
・
清
和
大
学
非
常
勤
講
師

の
宮
田
正
一
氏
（
高
13
回
）
に
、

「
地
理
的
見
方
・
考
え
方
」
と
題

し
て
、
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

地
理
的
事
象
を
距
離
や
、
空
間

的
な
広
が
り
に
留
意
し
て
考
え
る

こ
と
。
例
え
ば
北
海
道
の
函
館
〜

札
幌
間
は
地
図
上
で
は
簡
単
に
行

け
る
距
離
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
実

は
３１８
㎞
も
あ
る
。
北
海
道
を
本
州

の
上
に
乗
せ
る
と
、
関
東
甲
信

越
・
中
部
が
す
っ
ぽ
り
収
ま
っ
て

し
ま
う
広
さ
が
見
え
て
く
る
。
さ

ら
に
世
界
に
目
を
む
け
る
と
、
日

本
は
「
手
」
の
文
化
で
「
農
耕
民

族
」「
多
神
教
」『
信
頼
「
和
」
の

世
界
』「
恥
の
文
化
」、
欧
米
は

「
足
」
の
文
化
で
「
狩
猟
民
族
」

「
遊
牧
民
」「
一
神
教
」『
不
信
の

「
契
約
」
社
会
』
「
罪
の
文
化
」

で
あ
る
等
々
、「
手
や
足
」
に
対

し
て
の
扱
い
を
掘
り
下
げ
、「
宗

教
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
長
さ
の
単
位
」

や
「
自
然
の
利
用
」
に
つ
い
て
も
、

日
本
と
欧
米
の
違
い
が
明
確
に
見

え
て
き
た
講
演
で
し
た
。

総
会
で
は
、
支
部
の
活
動
報
告

並
び
に
新
年
度
事
業
計
画
の
報
告

等
が
承
認
さ
れ
、
会
長
に
は
引
き

続
き
石
毛
忠
氏
（
高
９
回
）
が
承

認
さ
れ
た
。

続
い
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
話
も
進
み

石
田
寛
氏
（
高
２
回
）
が
「
古
希

を
寿
（
コ
ト
ホ
）
ぐ
」
と
題
し
、

七
十
歳
を
迎
え
た
の
は
実
に
す
ば

ら
し
い
こ
と
だ
と
い
う
内
容
の
詩

吟
が
朗
詠
さ
れ
た
。
最
後
に
匝

中
・
高
の
校
歌
を
全
員
で
合
唱
し

会
を
終
了
し
た
。

（5） 同 窓 さ ふ さ （第40号）



中
１６
・
充
緑
会

充
緑
会
総
会
を
終
え
て
想
う

平
成
二
十
一
年
五
月
十
日
、
八

日
市
場
「
百
木
屋
」
で
第
四
十
七

回
「
充
緑
会
」
総
会
が
開
か
れ
た
。

参
加
者
は
二
十
二
名
で
あ
っ
た
。

我
々
は
匝
瑳
中
学
校
第
十
六
期

生
と
し
て
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か

の
昭
和
十
九
年
二
月
二
十
六
日
に

卒
業
し
た
。
充
緑
会
の
名
称
は
こ

の
「
十
六
」
期
に
因
ん
だ
も
の
で

あ
る
。

永
い
人
生
の
中
の
僅
か
五
年
間

机
を
並
べ
た
同
期
の
会
が
、
何
故

か
く
も
長
く
続
い
て
い
る
の
か
。

担
任
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
方
は
既
に
故
人
と
な
ら
れ
た
が

教
室
で
の
教
科
学
習
の
あ
れ
こ
れ

昨
年
よ
り
も
参
加
者
が
だ
い
ぶ
増

え
た
こ
と
で
あ
る
。

会
は
例
年
の
通
り
記
念
写
真
の

後
、
こ
の
一
年
間
に
亡
く
な
ら
れ

た
友
の
冥
福
を
祈
っ
て
の
黙
祷
に

始
ま
り
、
運
営
委
員
会
代
表
の
挨

拶
、
事
務
連
絡
の
後
に
乾
杯
に
続

き
会
食
を
兼
ね
て
の
懇
談
。
懇
談

の
合
間
に
参
加
者
全
員
の
テ
ー
ブ

ル
ス
ピ
ー
チ
が
和
気
藹
々
裡
に
進

み
、
力
一
杯
校
歌
を
合
唱
し
て
終

わ
り
、
来
年
の
再
会
を
約
し
て
散

会
し
た
。

石
毛

久
義
（
中
16
）

匝
瑳
２１
・
１
同
期
会

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
四
日

日
曜
日
の
午
後
三
時
半
、
八
日
市

場
駅
前
の
「
梅
田
屋
」
で
、
恒
例

の
同
期
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席

者
は
二
十
八
名
、
昨
年
に
続
い
て

過
去
最
少
の
記
録
更
新
で
あ
る
。

こ
の
一
年
間
に
、
鈴
木
敏
之
さ

ん
、
鈴
木
幸
之
助
さ
ん
が
逝
去
さ

れ
た
。
敏
之
さ
ん
は
同
期
会
参
加

の
常
連
、
幸
之
助
さ
ん
は
昨
年
奥

様
同
伴
で
参
加
さ
れ
た
の
が
最
後

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
物

故
者
は
六
十
四
名
と
な
っ
た
。

ご
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
す
る
。

新
し
い
参
加
者
は
こ
こ
三
年
間

一
人
も
い
な
い
が
、
今
回
兵
庫
県

か
ら
秋
葉
さ
ん
が
三
年
振
り
に
出

（第40号） 同 窓 さ ふ さ （6）

全
校
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り
通
し
た
達

成
感
、
厳
し
い
軍
事
教
練
・
夜
行

軍
、
必
死
に
頑
張
っ
た
棒
倒
し
、

汗
に
ま
み
れ
て
の
勤
労
奉
仕
等
々

数
々
の
思
い
出
が
混
じ
り
合
っ
て

一
種
の
学
年
の
気
風

・

・

・

・

・

が
作
り
出
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が

木
の
根
の
よ
う
に
級
友
の
間
に
張

り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
、
こ
の
会
の
続

く
素
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
加
え
て
、
会
長
初
め
事
務
局

や
各
地
域
の
世
話
役
の
献
身
的
な

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
ろ
う
。

昭
和
三
十
四
年
八
月
に
同
期
会

を
結
成
、
同
三
十
九
年
の
第
二
回

総
会
で
充
緑
会
と
命
名
。
以
後
絶

え
る
こ
と
な
く
毎
年
総
会
が
開
か

れ
、
今
年
で
第
四
十
七
回
を
迎
え

た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
仲
間
の

鈴
木
和
君
（
医
師
）
の
提
言
に
よ

り
、
総
会
の
日
取
り
を
厳
寒
の
二

月
か
ら
風
薫
る
五
月
に
換
え
た
の

は
平
成
五
年
の
第
三
十
一
回
総
会

か
ら
で
あ
る
。
昨
年
ま
で
は
年
ご

と
に
各
地
域
回
り
持
ち
で
、
会
場

の
設
定
や
運
営
を
分
担
し
て
き
た

が
、
高
齢
に
伴
い
参
加
者
が
減
少

し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
本
年
か

ら
母
校
の
地
八
日
市
場
で
開
く
こ

と
に
な
っ
た
。
各
地
域
か
ら
選
ば

れ
た
代
表
に
よ
る
運
営
委
員
会
が

総
会
を
と
り
仕
切
り
、
新
し
い
出

発
と
も
な
っ
た
。
嬉
し
い
こ
と
は

【
野
栄
支
部
】

八
月
二
十
二
日
（
土
）
六
時
よ
り

野
栄
望
洋
荘
に
て
開
催

平
山
勝
男
氏（
高
16
）支
部
長
新
任

【
海
上
支
部
】

八
月
二
十
八
日（
金
）六
時
三
十
分

傅
兵
衛
に
て
開
催

加
瀬
操
氏
（
高
17
）
支
部
長
新
任

【
旭
匝
会
】

八
月
二
十
九
日（
土
）二
時
三
十
分

旭
楼
に
て
開
催

堀
越
正
夫
氏（
高
13
）支
部
長
新
任

【
匝
陵
会
】

六
月
十
一
日
（
木
）
七
時
よ
り

吾
妻
庵
に
て
開
催

小
関
公
人
氏（
高
17
）支
部
長
新
任

【
京
葉
支
部
】

五
月
十
六
日
（
土
）
正
午
よ
り

ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に
て
開
催

土
岐
四
郎
氏（
高
11
）支
部
長
再
任

【
飯
岡
支
部
】

五
月
二
十
三
日
（
土
）
四
時
よ
り

玉
の
浦
食
堂
に
て
開
催

清
水
幸
男
氏（
高
14
）支
部
長
再
任

【
光
支
部
】

五
月
二
十
四
日
（
日
）
二
時
よ
り

光
町
民
会
館
に
て
開
催

伊
藤
雅
美
氏（
高
６
）支
部
長
再
任

【
横
芝
支
部
】

六
月
十
四
日
（
日
）
十
一
時
よ
り

富
士
屋
に
て
開
催

石
井
國
夫
氏（
高
14
）支
部
長
再
任

【
多
古
支
部
】

八
月

八
日
（
土
）

六
時
よ
り

万
勢
庵
に
て
開
催

渡
辺
政
治
氏
（高
17
）支
部
長
新
任

【
干
潟
支
部
】

八
月
二
十
二日
（
土
）
六
時
よ
り

嘉
儀
屋
に
て
開
催

佐
藤
幸
司
氏（
高
18
）支
部
長
新
任

、



ち
ろ
ん
、
遠
く
静
岡
、
横
浜
、
東

京
、
な
ど
か
ら
参
加
し
て
、
当
時

の
ク
ラ
ス
写
真
を
も
と
に
懐
か
し

い
青
春
時
代
の
思
い
出
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。
こ
れ
が
は
じ
め
で

最
後
の
企
画
の
つ
も
り
で
し
た

が
、
次
回
の
幹
事
ま
で
決
め
て
、

そ
れ
ま
で
健
康
第
一
に
と
再
会
を

約
し
て
の
ク
ラ
ス
会
で
し
た
。

（
文
責

澁
谷

正
）

高
9
同
窓
会

私
達
高
９
回
生
は
、
こ
の
た
び

七
十
歳
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
平
成
二
十

一
年
四
月
十
九
日
（
日
）
に
、
匝

瑳
市
の
港
屋
で
「
高
９
回
古
希
記

念
同
窓
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
五
十
二
名
の
方
が
出

席
、
初
め
に
全
員
で
記
念
撮
影
を

行
っ
て
か
ら
、
懇
親
会
場
に
移
り
、

小
川
又
次
君
の
司
会
で
、
こ
れ
ま

で
に
故
人
と
な
っ
た
四
十
五
名
の

同
期
生
の
方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。

続
い
て
平
山
雅
巳
君
が
開
会
の

言
葉
、
幹
事
を
代
表
し
て
私
、
内

藤
勇
の
挨
拶
、
江
波
戸
寛
君
の
乾

杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。

今
回
、
初
め
て
出
席
さ
れ
た
方

も
居
り
、
在
校
時
の
思
い
出
や
、

近
況
を
語
り
合
い
、
和
や
か
に
会

れ
ば
望
外
の
喜
び
と
言
え
よ
う
。

期
待
し
た
い
。

来
年
は
正
真
正
銘
の
八
十
歳
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
友
と
傘
寿
の

祝
い
を
し
た
い
と
思
う
。

重
ね
て
次
回
の
参
加
を
切
に
お

願
い
し
て
報
告
と
す
る
。

高
7
一
Ｆ
ク
ラ
ス
会

初
め
て
の
ク
ラ
ス
会

匝
瑳
高
校

第
七
回
生
（
昭
和

三
十
年
卒
）
一
年
Ｆ
組
（
担
任

林

貞
先
生
）

お
元
気
で
す
か
？
古
希
を
と
っ

く
に
過
ぎ
て
も
卒
業
し
て
か
ら
ま

だ
一
度
も
ク
ラ
ス
会
を
行
っ
て
い

な
い
ク
ラ
ス
で
す
が
、
今
年
の
な

ご
り
に
と
私
た
ち
が
発
起
人
と
な

っ
て
下
記
の
よ
う
に
初
め
て
の
ク

ラ
ス
会
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

お
会
い
し
て
も
昔
の
面
影
が
思
い

出
せ
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
も
ま
た
楽
し
い
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
る
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。

（
発
起
人
一
同
）

日
時

平
成
二
十
一
年
六
月
二

十
一
日
（
日
）

場
所

旧
八
日
市
場
市
下
出
羽

百
木
屋

こ
ん
な
は
が
き
の
連
絡
で
、
卒

業
し
て
半
世
紀
以
上
過
ぎ
て
初
め

て
の
ク
ラ
ス
会
を
計
画
し
た
と
こ

�

�

席
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
有
田
さ

ん
は
長
い
闘
病
を
克
服
さ
れ
て
九

年
振
り
に
参
加
す
る
と
の
返
信
で

あ
っ
た
が
、
当
日
体
調
急
変
で
欠

席
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
日
も

早
い
快
復
を
祈
念
す
る
。

欠
席
者
に
は
腰
痛
や
脳
梗
塞
な

ど
の
後
遺
症
が
多
い
様
で
あ
る
。

リ
ハ
ビ
リ
に
努
め
ら
れ
何
と
か
参

加
で
き
る
様
に
快
復
を
祈
る
ば
か

り
で
あ
る
。
ま
た
、
趣
味
や
社
会

活
動
で
忙
し
く
欠
席
と
い
う
元
気

な
人
も
い
る
。
羨
ま
し
い
限
り
で

あ
る
が
、
で
き
れ
ば
日
程
調
節
で

同
期
会
に
も
参
加
し
て
欲
し
い
も

の
で
あ
る
。
益
々
の
ご
活
躍
を
期

待
す
る
。

や
っ
と
日
本
男
子
の
平
均
寿
命

に
到
達
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
早
世

し
た
友
の
分
を
稼
が
な
い
と
平
均

値
が
低
下
し
て
し
ま
う
。
卆
寿
ま

で
は
…
、
と
い
う
話
が
で
た
が
ど

う
な
る
こ
と
や
ら
…
。

久
し
ぶ
り
の
談
話
が
病
気
や
医

者
の
情
報
交
換
に
偏
る
の
は
寂
し

い
が
、
気
が
つ
け
ば
閉
会
の
時
刻

に
な
っ
て
い
た
。

次
回
は
山
武
地
区
が
当
番
だ
が

人
手
と
会
場
の
不
足
か
ら
辞
退
し

た
い
と
の
こ
と
で
、
協
議
の
結
果

会
場
は
地
元
で
駅
に
近
い
「
梅
田

屋
」
に
し
、
幹
事
は
各
地
区
か
ら

出
し
て
実
施
す
る
事
に
な
っ
た

期
日
は
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十

三
日
（
第
四
日
曜
日
）
で
あ
る
。

顔
を
合
わ
せ
た
い
、
語
り
合
い

た
い
仲
間
は
ま
だ
大
勢
い
る
の
に

残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
。
出
来

う
る
限
り
多
く
の
参
加
を
お
願
い

し
た
い
。

平
成
二
十
一
年
度
版
の
同
窓
会

名
簿
の
補
遺
に
、
二
十
五
年
間
居

所
不
明
に
な
っ
て
い
た
、
林
孝
賀

さ
ん
の
住
所
が
載
っ
て
い
た
。

な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
の
疑
問
は

残
る
が
嬉
し
い
事
で
あ
る
。
資
料

を
送
っ
た
の
で
次
回
に
参
加
頂
け

ろ
、
な
ん
と
卒
業
時
四
十
七
人
の

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
内
二
十
二
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
は

匝
瑳
高
校
で
は
じ
め
て
女
子
二
十

名
男
子
二
十
七
名
の
意
図
的
な
男

女
共
学
の
ク
ラ
ス
で
し
た
。
男
子

だ
け
の
ク
ラ
ス
、
女
子
だ
け
の
ク

ラ
ス
、
共
学
の
ク
ラ
ス
、
と
ク
ラ

ス
編
成
さ
れ
た
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
た
ま
た
ま
野

栄
の
宇
井
半
兵
衛
君
の
手
許
に
あ

っ
た
古
文
書
の
よ
う
な
当
時
の
古

い
手
書
き
の
名
簿
を
も
と
に
、
四

街
道
在
住
の
平
山
鐵
博
君
が
精
力

的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
、
連
絡
先

を
調
べ
、
新
た
な
名
簿
を
作
り
、

互
い
に
電
話
連
絡
を
取
り
な
が
ら

の
成
果
で
し
た
。
広
く
県
内
は
も
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ま
た
、
蔦
の
校
舎
に
学
ん
だ
有
り

し
日
に
戻
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し

く
ま
た
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
宴
も
進
み
全
員
で
高

ら
か
に
校
歌
を
斉
唱
し
、
ピ
ア
ノ

伴
奏
―
小
安
代
志
子
君
（
Ｈ
組
）、

閉
会
の
言
葉
を
香
取
（
Ｂ
組
）
か

ら
申
し
上
げ
、
恩
師
並
び
に
会
員

各
位
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
、
及
び

再
会
を
祈
念
し
な
が
ら
締
め
た
次

第
で
す
。
そ
の
後
ク
ラ
ス
別
に
分

か
れ
て
の
懇
親
会
に
移
行
し
ま
し

た
。こ

の
度
の
同
窓
会
の
開
催
を
振

り
返
る
に
、
恩
師
で
あ
ら
れ
る
品

村
先
生
の
御
挨
拶
の
中
に
「
こ
の

よ
う
に
多
く
の
出
席
者
に
恵
ま
れ

た
同
窓
会
を
、
私
は
知
ら
な
い
」

と
い
う
旨
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

幹
事
一
同
に
は
、
一
足
早
い
梅
雨

明
け
の
心
地
で
し
た
。

最
後
に
、
ご
臨
席
を
賜
っ
た
恩

師
の
先
生
方
を
始
め
、
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
全
て
の
方
々
、
並
び

に
ホ
テ
ル
の
好
意
に
対
し
深
く
感

謝
し
た
い
。香

取

克
男
（
高
20
）

高
５１
同
窓
会

卒
業
十
周
年
記
念
学
年
同
窓
会

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
高
51
回

卒
業
生（
一
九
九
九
年
三
月
卒
業
）

の
山
崎
宜
大
で
す
。
去
る
平
成
二

並
び
に
会
員
の
ご
芳
名
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
御
霊
に
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
川
口
光
博
君

（
Ｇ
組
）
か
ら
開
会
の
宣
言
が
あ

り
、
次
に
本
会
代
表
幹
事
の
太
田

晴
夫
君
（
Ａ
組
）
よ
り
同
窓
会
開

催
の
趣
旨
、
ご
来
賓
で
あ
る
恩
師

へ
の
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
次
い

で
ご
出
席
い
た
だ
い
た
恩
師
の
先

生
方
へ
記
念
品
（
Ａ
組
の
加
瀬
達

郎
君
作
陶
）
が
ク
ラ
ス
の
代
表
か

ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
先

生
方
か
ら
ご
挨
拶
を
賜
っ
た
次
第

で
す
。
そ
し
て
大
川
勝
美
君
（
Ｆ

組
）
の
発
声
に
よ
り
乾
杯
の
後
、

歓
談
の
時
間
へ
と
移
り
、
懐
か
し

友
の
顔
に
ナ
イ
ス
な
ミ
ド
ル
、
四

十
余
年
の
歴
史
も
感
じ
な
が
ら
、

れ
る
だ
ろ
う
」
の
「
誰
か
」
に
な

る
こ
と
は
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
数
日
は
心
地
良
い
感
動

が
し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。
次
回

は
十
年
後
の
予
定
で
す
が
、
私
は

十
年
待
て
る
気
が
し
ま
せ
ん
。
も

し
同
窓
会
を
や
ろ
う
か
迷
っ
て
い

る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
私
達
の
よ

う
に
代
行
業
者
を
使
え
ば
、
幹
事

の
負
担
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
一
歩
前
へ
踏
み
出
し
て
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
と
感
動
を
味
わ

っ
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

山
崎

宜
大
（
高
51
）

十
一
年
九
月
二
十
日
に
高
校
卒
業

十
周
年
を
記
念
し
ま
し
て
、
千
葉

駅
ビ
ル
内
に
あ
り
ま
す
「
ペ
リ
エ

ホ
ー
ル
」
を
会
場
に
し
、
学
年
全

体
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
同
窓
会
を
や
ろ
う
と

し
た
き
っ
か
け
は
、
友
人
達
と
同

窓
会
の
話
を
し
ま
し
た
ら
盛
り
上

が
っ
て
し
ま
い
、
酔
っ
た
勢
い
も

あ
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
幹
事
を

や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
で
は
同
窓
会
の
幹
事
代
行

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
て
「
同
窓
会

代
行
」
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
さ
れ
ま
し
た

業
者
に
依
頼
を
し
ま
し
た
。
業
者

と
連
絡
を
取
り
あ
っ
た
関
係
で
、

そ
の
ま
ま
代
表
幹
事
に
。
応
募
期

間
中
は
参
加
者
が
伸
び
悩
み
、
不

安
に
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
は
恩
師
三
名
を
含

め
て
百
名
を
越
え
る
参
加
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
十
年
振
り
に
会
う
友
達

が
多
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
会

話
に
尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
懐
か
し
い
教
室
に
で
も

い
る
よ
う
な
感
じ
で
、
会
場
は
笑

い
声
と
酒
と
暖
か
い
雰
囲
気
で
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
再
会
を
惜
し

む
よ
う
に
多
く
の
人
が
二
次
会
に

も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、「
誰
か
が
や
っ
て
く

（第40号） 同 窓 さ ふ さ （8）

話
も
弾
み
賑
や
か
な
盛
り
上
が
り

の
中
に
、
約
三
時
間
に
及
ぶ
楽
し

い
時
が
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

電
車
の
時
刻
の
都
合
も
あ
り
、

最
後
に
武
田
光
春
君
の
閉
会
の
言

葉
で
再
会
を
約
し
て
、
楽
し
い
記

念
の
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

内
藤

勇
（
高
９
）

高
２０
同
窓
会

本
格
的
な
夏
の
到
来
を
前
に
し

た
七
月
四
日
「
匝
瑳
高
校
20
回
生

同
窓
会
」
を
成
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

を
会
場
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

我
々
高
20
回
生
も
還
暦
を
経
過
す

る
年
齢
に
至
り
、
こ
の
こ
と
を
契

機
と
し
た
同
窓
会
の
開
催
に
つ
い

て
当
初
は
一
部
有
志
の
素
朴
な
発

案
か
ら
次
第
に
大
き
な
歯
車
と
な

り
、
以
後
ク
ラ
ス
毎
に
幹
事
が
召

集
さ
れ
、
ほ
ぼ
一
年
を
か
け
て
開

催
の
運
び
に
至
っ
た
次
第
で
す
。

当
日
は
恩
師
で
あ
る
品
村
晃
祥

先
生
、
小
川
宏
一
先
生
、
川
内
恵

美
子
先
生
（
旧
姓
ー
飯
島
）、
小
澤

誠
先
生
を
お
迎
え
し
、
会
員
を
含

め
百
八
十
有
余
名
の
出
席
を
得
て

正
午
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
以

下
、
次
第
に
沿
っ
て
大
久
保
隆
章

君
（
Ｆ
組
）
の
明
快
、
流
暢
な
司

会
に
よ
り
進
行
い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
開
会
に
先
立
ち
、
惜
し
く

も
ご
逝
去
さ
れ
た
恩
師
の
方
々
、

 



地
井
武
夫
さ
ん
（
高
１２
）
が
、
毎
年
訪
れ
て
い
る
祇
園
祭
り
の

前
日
、
番
組
収
録
の
た
め
、
母
校
を
訪
問
。

当
日
、
校
内
を
案
内
し
た
猿
渡
末
治
教
頭
（
高
２６
）
の
話
に
よ

る
と
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
一
行
は
驚
く
ほ
ど
大
勢
で
、
市
の
広
報
課

も
同
行
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
訪
問
者
の
数
は
極
め
て
多
か
っ

た
と
の
こ
と
。

地
井
さ
ん
は
、
玄
関
の
蔦
の
葉
か
ら
む
旧
校
舎
の
写
真
に
興
味

を
示
し
、
ま
た
、
当
時
の
姿
を
残
し
て
い
る
天
文
気
象
部
の
部
室

前
で
は
往
時
を
し
ば
し
懐
か
し
ん
で
い
た
模
様
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
コ
ー
ト
で
は
、
ほ
ん
の
少
し
の
予
定
が
い
つ

の
間
に
か
熱
血
指
導
。
終
わ
っ
て
後
輩
た
ち
と
記
念
写
真
も
。

番
組
恒
例
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
絵
を
描
く
た
め
、
選
ん
だ
教
室

が
三
年
Ｆ
組
。
高
校
時
代
、
自
分
も
Ｆ
組
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
。

そ
の
絵
は
、
午
前
中
訪
れ
た
市
内
の
木
積
地
区
の
伝
統
工
芸

「
箕
」
づ
く
り
。
こ
れ
は
今
年
、
國
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
模
様
は
8
月
２４
日
、
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
で
放
映
さ

れ
た
。

（9） 同 窓 さ ふ さ （第40号）

思わず力が入る後輩への指導

番組のための絵を描く

ソフトテニス部の後輩たちと記念写真

いつのまにか集まった後輩たちと

ひさしぶりにやってみるか。この後、熱血指導

 
「
ち
い
散
歩
」
の
散
歩
人

＝＝
地
井
武
男
さ
ん
＝＝



は
、
卒
業
以
来
半
世
紀
を
越
す
人

生
に
何
ら
か
の
関
わ
り
や
影
響
を

受
け
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
、

往
時
・
経
過
・
近
況
の
話
が
交
わ

さ
れ
て
時
が
過
ぎ
た
。

ゴ
ー
ル
の
近
づ
い
た
Ｏ
Ｂ
会
は

何
れ
幕
を
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

返
信
に
、
次
回
は
参
加
を
…
、
と

楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
あ
り
、

間
を
置
か
ず
来
年
も
集
ま
る
機
会

を
つ
く
る
事
を
決
め
て
午
後
３
時

台
風
一
過
、
快
晴
の
空
を
見
上
げ

な
が
ら
解
散
す
る
。

《
参
加
者
》

大
木
喜
好
（
高
４
）

片
岡

工
（
中
２１
）
武
田
重
善
（
高
４
）

林

秀
夫
（
中
２１
）
吉
田
公
生
（
高
４
）

大
関

正
（
高
１
）
伊
橋
幸
雄
（
高
５
）

大
関
正
己
（
高
２
）
林

磐
（
高
７
）

鈴
木
茂
陽
（
高
３
）
米
本
雅
男
（
高
１０
）

飯
島
信
雄
（
高
３
）
越
川
孝
雄
（
高
１１
）

《
追
記
》
�
Ｐ
Ｒ
Ｃ
�
の
原
本
と

復
刻
版
は
西
城
館
校
史
資
料
室
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
責
・
大
関

正
（
高
１
）

（
平
成
第
4
回
）
開
催

台
風
18
号
が
本
州
通
過
中
の
、

10
月
８
日
正
午
、
５
年
ぶ
り
に
匝

陵
無
線
ク
ラ
ブ
の
平
成
第
４
回
Ｏ

Ｂ
会
を
梅
田
屋
で
開
催
す
る
。

（
匝
陵
無
線
ク
ラ
ブ
の
詳
細
は
、

「
さ
ふ
さ
」
24
号
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
）

１
号
の
復
刻
版
完
成
を
機
会
に
、

Ｈ
13
年
６
月
６
日
、
50
年
ぶ
り
に

開
催
（
11
名
参
加
）、
15
年
７
月

29
日
（
10
名
参
加
）
と
、
16
年
10

月
16
日
（
21
名
参
加
）
に
も
３
号

に
、
喧
々
諤
々
、
白
熱
し
た
お
喋

り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

平
山
朝
子
先
生
を
お
迎
え
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
外
口
玉
子
先
生

に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

平
山
先
生
の
お
話
を
う
か
が
い
ま

し
た
。
お
二
人
共
東
大
に
進
み
、

日
本
看
護
界
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
現
在
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
山
先
生
を
称
し
て
�
カ
ミ

ナ
リ
の
…
…
�
と
言
わ
れ
る
程
、

文
科
省
か
ら
一
目
置
か
れ
て
い
る

人
物
だ
そ
う
で
す
。
千
葉
大
学
看

護
学
部
退
官
後
、
岐
阜
県
立
看
護

大
学
学
長
に
就
任
さ
れ
て
十
数
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
県
の
為
の
大
学

と
い
う
強
い
意
識
で
、
同
大
学
の

全
教
員
を
現
場
に
出
向
か
せ
様
々

な
分
野
で
共
同
研
究
と
い
う
か
た

ち
で
岐
阜
県
の
看
護
の
質
向
上
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
場
重
視

の
教
育
を
実
践
さ
れ
、
理
想
的
な

大
学
運
営
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
し
た
。
又
、
千
葉
県
に
戻
っ
て

く
れ
な
い
か
な
あ
と
羨
ま
し
い
限

り
で
し
た
。

席
上
、
外
口
先
生
と
の
意
見
交

換
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
高
校
時

代
は
二
人
共
ど
ん
な
学
生
だ
っ
た

か
覗
い
て
み
た
い
気
が
し
ま
し

た
。
お
二
人
へ
の
質
問
や
意
見
交

換
な
ど
大
変
活
溌
で
し
た
。
保
健

師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
養
護
教

諭
、
栄
養
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、
看
護
教
員
な
ど
様
々
な
職
種

や
６
回
生
か
ら
45
回
生
迄
幅
広
い

年
齢
層
の
人
達
が
一
同
に
会
し
、

他
職
か
ら
得
ら
れ
る
貴
重
な
意
見

交
換
が
あ
っ
て
有
意
義
な
時
間
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
会
か
ら
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
有
効
に
機
能
し
て

い
る
の
は
頼
も
し
い
で
す
。

今
回
、
平
山
先
生
に
初
め
て
お

会
い
す
る
人
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
い
ろ
い
ろ
お
話
を
聞
く
事
が

で
き
ま
し
た
。
平
山
先
生
と
し
て

は
、
実
家
近
く
で
、
気
の
お
け
な

（第40号） 同 窓 さ ふ さ （10）

・
６
号
の
復
刻
完
成
で
集
ま
る
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
顔
を
合
わ
せ
な

か
っ
た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
ゴ
ー
ル

が
近
づ
い
た
こ
と
だ
し
、
と
今
回

の
開
催
と
な
っ
た
。

38
名
に
案
内
し
返
信
な
し
が
３

名
、
16
名
が
参
加
予
定
で
あ
っ
た

が
台
風
の
影
響
で
Ｊ
Ｒ
が
動
か
ず

２
名
が
足
止
め
の
欠
席
、
体
調
が

原
因
の
１
名
と
合
わ
せ
て
不
参
加

３
名
、
出
席
13
名
と
な
っ
た
。

前
回
参
加
し
て
い
た
平
山
禮
正

さ
ん
（
高
６
）
が
、
Ｈ
21
年
７
月

22
日
に
逝
去
さ
れ
た
と
奥
様
か
ら

の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

古
希
が
最
年
少
と
い
う
メ
ン
バ

ー
で
は
、
健
康
に
問
題
を
持
つ
人

も
多
い
。
呼
び
か
け
に
応
え
て
参

加
で
き
る
こ
と
は
大
変
幸
せ
な
こ

と
だ
と
痛
感
す
る
。

中
21
回
か
ら
高
11
回
ま
で
10
年

の
差
が
あ
っ
て
も
、
同
じ
趣
味
を

階
段
下
の
部
室
で
過
ご
し
た
青
春

�
P
rog
ress

of
R
ad
io
C
lu
b�

平
成
21
年
９
月
22
日
（
日
）
、

杉
浦
校
長
先
生
や
川
口
同
窓
会
長

さ
ん
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
第

四
回
「
つ
た
の
葉
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

例
年
は
外
口
玉
子
先
生
を
中
心

平成第4回・匝陵無線クラブＯＢ会 ２００９．１０．８ 梅田家

保
健
・
看
護
・
福
祉
・
教
育
の
集
い

「
つ
た
の
葉
会
」
開
催

〜
岐
阜
県
立
看
護
大
学
平
山
朝
子
学
長
を
囲
ん
で
〜



私
に
も
一
言

江

畑

魁
（
高
２
）

来
年
二
月
（
平
成
二
十
二
年
）

に
は
、
匝
瑳
市
市
長
選
挙
が
実
施

さ
れ
る
。
八
日
市
場
市
発
足
以
来
、

第
八
代
布
施
章
市
長
（
匝
瑳
中
学

１
回
卒
業
生
）
ま
で
、
八
日
市
場

市
の
市
制
は
我
々
匝
瑳
高
校
の
先

輩
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
東
総
地

区
の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
来

た
。然

る
に
、
昭
和
六
十
一
年
四
月

以
来
今
日
に
至
る
ま
で
二
十
四
年

間
、
匝
瑳
高
校
の
地
元
の
八
日
市

場
市
か
ら
匝
瑳
市
は
、
我
々
同
窓

生
以
外
の
市
長
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
来
た
。
こ
の
間
、
私
は
こ
の
地

に
居
住
し
地
域
の
変
遷
を
見
て
来

た
の
だ
が
、
当
市
が
著
し
く
発
展

し
た
と
は
、
と
て
も
思
え
な
い
の

で
あ
る
。
旧
態
依
然
、
ど
ち
ら
か

と
云
え
ば
過
疎
化
と
市
街
地
の
荒

（11） 同 窓 さ ふ さ （第40号）

廃
な
ど
が
目
立
つ
ば
か
り
で
あ

る
。そ

の
原
因
、
理
由
は
何
で
あ
っ

た
か
を
考
え
る
時
、
高
い
見
識
と

強
力
な
指
導
力
を
持
っ
た
市
長
の

元
に
、
市
民
が
一
致
団
結
し
て
街

の
発
展
に
協
力
努
力
し
て
来
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
う
。

で
は
ど
う
す
る
。
私
は
次
期
の

匝
瑳
市
長
は
、
地
元
匝
瑳
高
校
の

卒
業
生
で
、
高
い
見
識
と
強
力
な

指
導
力
を
持
ち
、
清
廉
潔
白
で
多

く
の
市
民
の
信
頼
と
尊
敬
を
得
ら

れ
る
優
秀
な
人
材
が
次
期
市
長
候

補
と
し
て
名
乗
り
を
挙
げ
て
呉
れ

る
事
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
現

市
長
も
立
派
な
後
継
者
が
出
馬
し

て
呉
れ
れ
ば
、
次
期
に
は
引
退
し

た
い
と
表
明
し
て
い
る
。
但
し
、

匝
瑳
高
校
出
身
者
な
ら
誰
で
も
良

い
と
云
う
訳
に
は
行
か
な
い
。

我
々
同
窓
会
は
、
市
民
の
尊
敬
を

得
ら
れ
優
れ
た
指
導
力
の
も
と
、

匝
瑳
市
の
発
展
に
寄
与
し
て
く
れ

る
人
材
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。
雨

後
の
竹
の
子
の
よ
う
に
、
吾
も
我

も
と
林
立
す
れ
ば
、
他
者
に
漁
夫

の
利
を
得
ら
れ
て
し
ま
う
事
も
あ

り
得
る
。

そ
こ
で
私
は
提
案
し
た
い
。
兼

ね
て
か
ら
母
校
匝
瑳
高
校
の
発
展

に
心
を
寄
せ
、
責
任
を
負
っ
て
来

同
窓
会
員
の
皆
様

初
め
ま
し
て
、
こ
ん
に
ち
は
Z

私
は
九
十
七
年
に
卒
業
し
た
寺

尾
と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
投
稿
さ

せ
て
頂
き
た
く
お
手
紙
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

今
、
私
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

と
し
て
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
で

す
。
時
同
じ
く
し
て
、
同
級
生
の

大
櫛
（
旧
姓
岩
内
）
雅
子
さ
ん
も

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し

て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
二
人
の

初
め
て
の
コ
ラ
ボ
作
品
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
投
稿
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

今
回
は
大
櫛
さ
ん
の
娘
さ
ん
が

飼
っ
て
い
た
ヤ
ゴ
の
死
を
悼
ん
だ

詩
の
イ
ラ
ス
ト
を
、
私
に
任
せ
て

た
人
達
、
す
な
わ
ち
同
窓
会
会
長

経
験
者
や
有
識
者
が
中
心
と
な
っ

て
、
仮
称
『
次
期
市
長
候
補
選
定

委
員
会
』
な
る
も
の
を
設
立
し
、

候
補
者
自
身
の
見
識
ば
か
り
で
は

な
く
、
広
く
第
三
者
の
見
識
を
取

り
入
れ
、
全
市
民
の
賛
同
を
得
ら

れ
る
立
派
な
人
材
を
次
期
市
長
候

補
と
し
て
推
薦
す
べ
き
だ
と
提
案

く
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

駆
け
出
し
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
と
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

卒
業
後
も
こ
の
よ
う
な
形
で
共
に

活
動
で
き
る
の
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
匝
高
に
入
学
し
た
お
か
げ
で

す
よ
ね
Z
初
コ
ラ
ボ
作
品
を
同
封

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
ど
う

か
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
々
と
す
み
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
Z

そ
れ
で
は
、
暑
い
時
期
が
や
っ

て
参
り
ま
す
。
お
体
ご
自
愛
下
さ

い
Z失

礼
致
し
ま
す
。

二
〇
〇
九
年
七
月

寺
尾
め
ぐ
み
（
高
49
）

大
櫛

雅
子
（
高
49
）

す
る
者
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
匝

瑳
高
校
同
窓
生
が
次
期
市
長
に
選

出
さ
れ
た
な
ら
ば
、
同
窓
生
が
一

致
団
結
し
て
匝
瑳
市
の
発
展
に
責

任
を
持
っ
て
新
市
長
に
協
力
し
、

匝
瑳
市
の
発
展
に
寄
与
出
来
る
と

思
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

諸
賢
の
賛
同
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

い
仲
間
（
同
窓
生
）
と
感
じ
て
話

し
て
下
さ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い

と
思
い
ま
し
た
。「
同
窓
」
と
い

う
力
は
凄
い
と
思
い
ま
し
た
。
今

回
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
、
来
年

（
平
成
22
年
８
月
22
日
予
定
）
は

是
非
出
席
し
て
下
さ
い
。

渡
辺
千
恵
子
（
高
18
）

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
大
櫛
（
岩
内
）
雅
子
（
高
４９
）
さ
ん
の
詩

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
寺
尾
め
ぐ
み
（
高
４９
）さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
に
よ
る
初
の
コ
ラ
ボ
作
品
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（第40号） 同 窓 さ ふ さ （12）

《
自
治
会
》

本
校
学
生
自
治
会
が
逐
次
そ
の

体
制
を
整
え
て
活
溌
な
る
活
動
に

入
り
、
こ
こ
に
自
治
会
報
誕
生
の

運
び
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
誠

に
喜
ば
し
い
事
で
あ
る
。

自
治
会
の
発
足
以
来
役
員
諸
君

そ
の
他
一
部
会
員
の
犠
牲
的
努
力

は
誠
に
涙
ぐ
ま
し
い
真
剣
な
も
の

で
あ
っ
た
。
今
日
の
運
び
ま
で
育

ん
で
来
た
の
は
全
く
諸
君
の
賜
で

平
成
20
年
６
月
22
日
、
同
窓
会
総
会
の
席
で
、
高
２
の
大
関
正
己
さ

ん
か
ら
「
珍
し
い
物
が
見
つ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
、
３
枚
の
コ
ピ
ー
を

頂
い
た
。

昭
和
23
年
９
月
〜
11
月
に
発
行
さ
れ
た
、
匝
瑳
高
校
自
治
会
報
の
１

〜
３
号
で
、
今
か
ら
丁
度
60
年
前
の
も
の
で
あ
る
。

匝
瑳
高
校
自
治
会
は
昭
和
23
年
６
月
22
日
に
創
立
総
会
、
７
月
15
日

に
立
候
補
に
よ
る
会
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
７
月
16
日
に
副
会
長
、
書
記
、

会
計
が
選
出
さ
れ
て
組
織
が
整
っ
た
。

自
治
会
報
は
、
新
生
自
治
会
の
広
報
と
し
て
発
刊
さ
れ
、
そ
の
巻
頭

に
顧
問
の
先
生
方
が
寄
稿
さ
れ
て
い
る
。

軍
国
教
育
か
ら
民
主
教
育
へ
の
大
転
換
で
、
手
さ
ぐ
り
で
始
ま
っ
た

自
治
活
動
へ
、
先
生
方
の
信
条
が
伺
え
て
興
味
深
い
の
で
紹
介
す
る
。

あ
る
。
だ
が
思
う
に
自
治
会
の
前

途
は
遼
遠
で
あ
る
。
今
後
な
す
べ

き
こ
と
、
解
決
す
べ
き
こ
と
は
山

と
積
ま
れ
て
い
る
。
之
を
処
理
す

べ
き
会
員
諸
君
の
責
務
は
限
り
な

く
大
き
い
。
役
員
、
そ
の
他
一
部

の
も
の
に
だ
け
全
面
的
に
仕
事
を

ま
か
せ
て
、
自
ら
は
何
の
関
心
も

示
さ
ぬ
様
な
会
員
が
多
数
存
在
し

て
い
て
は
前
途
の
活
溌
な
発
展
は

予
想
さ
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
。
各
自

が
過
去
の
校
友
会
の
長
所
と
欠
陥

と
を
よ
く
検
討
し
、
そ
の
仕
事
な

り
活
動
方
法
な
り
を
如
何
な
る
形

に
変
え
て
、
之
を
自
治
会
組
織
の

上
に
融
け
込
ま
す
べ
き
か
を
充
分

に
考
え
て
貰
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

仕
事
そ
の
も
の
も
漠
然
と
し
た

校
友
会
の
引
き
続
き
で
な
く
、
学

窓
生
活
に
つ
い
て
の
諸
君
の
理
想

と
社
会
の
現
実
乃
至
現
下
の
経
済

情
勢
等
を
よ
く
睨
み
合
わ
せ
て
、

根
本
的
に
考
え
直
し
且
つ
相
互
に

あ
ら
ゆ
る
批
判
は
禁
ぜ
ら
れ
て

只
、
命
令
の
ま
ま
に
動
か
さ
れ
た

過
去
は
終
戦
と
共
に
葬
ら
れ
、
開

放
さ
れ
た
時
が
来
た
。
時
代
の
流

れ
と
共
に
過
去
へ
の
懐
疑
は
自
覚

と
な
り
、
自
由
を
も
と
む
る
声
が

学
校
に
み
ち
み
ち
た
。

新
し
く
学
校
に
自
治
の
時
間
が

設
け
ら
れ
、
活
気
あ
る
討
議
が
交

わ
さ
れ
、
自
己
を
縛
っ
て
い
る
と

感
ぜ
ら
れ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
規
制

は
改
正
さ
れ
た
。
学
校
の
行
事
も

授
業
以
外
の
こ
と
は
、
多
く
生
徒

自
己
だ
け
の
立
場
や
境
遇
や
趣
味

意
向
の
み
を
固
執
せ
ず
、
大
衆
的

立
場
か
ら
譲
り
合
っ
て
融
然
と
動

い
て
ゆ
く
心
構
え
が
望
ま
し
い
。

こ
こ
に
又
所
謂
ボ
ス
的
存
在
や
黒

幕
的
存
在
の
発
生
せ
ぬ
様
、
諸
君

一
人
々
々
の
真
剣
な
強
さ
が
要
求

さ
れ
る
。
そ
し
て
自
由
に
云
い
、

こ
の
会
報
等
で
も
自
由
に
書
き
、

正
し
き
言
葉
が
採
り
上
げ
ら
れ
て

行
わ
れ
る
自
治
会
を
、
公
正
な
会

員
の
総
意
で
盛
り
上
げ
て
ゆ
く
こ

と
を
望
む
。

望
み
難
い
。
会
員
の
一
人
々
々
が

之
を
よ
そ
ご
と
と
い
う
態
度
を
と

ら
ず
、
自
ら
の
学
窓
生
活
を
ど
う

す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
と
、
自
治

会
を
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と

と
は
、
全
く
一
つ
の
こ
と
で
あ
る

と
い
う
点
を
充
分
に
認
識
し
て
、

自
分
自
ら
の
手
で
自
治
会
を
営
む

の
で
あ
る
と
い
う
気
概
を
持
っ
て

貰
い
た
い
。
自
治
会
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
と
い
う
批
評
で
な
く
、
ど

う
す
べ
き
か
と
云
う
計
画
こ
そ
大

切
で
あ
り
、
そ
こ
に
潤
い
の
あ
る

幸
福
な
正
し
い
諸
君
の
生
活
が
設

計
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

特
に
先
般
ブ
ラ
ウ
ン
氏
が
云
わ

れ
た
通
り
、
校
友
会
と
い
う
も
の

も
一
日
も
早
く
発
展
的
解
消
を
し

て
自
治
会
の
中
に
吸
収
さ
れ
、
正

課
外
の
学
生
活
動
の
一
切
が
自
治

会
の
手
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
経
営

さ
れ
る
時
が
来
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
は
当
然
で
も
あ
る
と
共
に
、

客
観
的
に
見
て
も
必
然
で
あ
る
と

い
う
事
を
知
る
要
が
あ
る
。
但
し

確
固
と
し
た
計
画
方
針
を
立
て
ず

に
、
漠
然
と
今
の
ま
ま
の
校
友
会

を
今
の
ま
ま
の
自
治
会
に
移
行
す

る
と
い
う
お
座
な
り
な
行
き
方
を

と
る
な
ら
ば
、
実
行
上
の
大
き
な

不
便
不
都
合
や
、
乃
至
会
員
間
相

互
の
不
和
紛
糾
と
い
う
場
合
す
ら

の
参
画
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
様

に
な
っ
た
。
生
徒
は
己
の
権
利
を

要
求
す
る
に
急
な
余
り
、
稍
も
す

れ
ば
言
論
に
、
行
動
に
、
節
度
を

失
う
点
も
あ
っ
た
。
然
し
、
そ
の

意
気
は
高
く
評
価
せ
ら
る
べ
き
で

あ
っ
た
。

扨
、
今
年
度
は
役
員
の
非
常
な

る
努
力
に
よ
り
、
学
生
自
治
会
が

正
式
に
誕
生
し
、
会
則
は
定
め
ら

れ
、
会
長
以
下
各
役
員
が
選
出
せ

ら
れ
た
。
会
報
も
発
行
さ
れ
自
治

会
の
形
が
整
え
ら
れ
た
。
に
も
拘

匝
瑳
高
校
自
治
会
報

第
一
号
〔
昭
和
２３（1

9
4
8

）年
９
月
２２
日
発
行
〕

自
治
会
報
の
発
刊
に
際
し
て

顧
問

小
川

秀
雄

匝
瑳
高
校
自
治
会
報

第
二
号
〔
昭
和
２３（1

9
4
8

）年
１０
月
２２
日
発
行
〕

最

近

の

自

治

会

顧
問

守
屋

謙
三



わ
ら
ず
最
近
の
学
校
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
自
治
の
精
神
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
無
気

力
と
無
関
心
が
学
校
を
覆
っ
て
い

る
様
に
感
ぜ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

各
学
級
は
学
級
自
治
会
も
活
溌
に

や
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
如
何

に
こ
の
虚
脱
し
た
現
状
か
ら
脱
却

す
る
か
。
こ
れ
は
重
大
な
問
題
で

あ
る
。
第
一
号
に
校
長
が
述
べ
て

居
る
様
に
、
次
年
度
は
校
友
会
が

自
治
会
に
包
含
さ
れ
る
。
如
何
に

改
組
し
、
如
何
に
採
入
れ
る
か
、

こ
れ
も
大
き
な
宿
題
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
れ
は
自
治
総
会
に
か
け
て

決
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
前

に
生
徒
全
員
は
こ
の
問
題
を
大
い

に
研
究
し
て
置
く
べ
き
で
あ
る
と

思
う
。

会
則
も
出
来
、
機
構
も
一
応
整
っ

た
が
、
顧
み
る
と
懐
か
し
い
も
の

が
あ
る
が
、
大
し
て
向
上
し
て
い

る
と
も
思
わ
れ
な
い
。

学
校
民
主
化
の
一
翼
を
担
う
自

治
活
動
こ
そ
、
将
来
諸
君
の
社
会

活
動
の
源
泉
で
あ
り
、
試
練
で
あ

り
、
世
論
尊
重
の
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
。
言
論
は
自
由
で
あ
り

こ
の
機
会
こ
そ
充
分
に
そ
の
利
器

を
利
用
す
べ
き
だ
。
喧
嘩
に
野
次

馬
は
つ
き
も
の
だ
。
元
は
何
か
知

れ
な
い
が
、
兎
に
角
大
勢
集
ま
っ

て
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
い
れ
ば
気
が

す
む
ら
し
い
。
そ
れ
と
は
違
う
が
、

こ
ん
な
野
次
馬
に
も
な
れ
な
い
気

平
和
の
風
が
吹
い
た
。
自
由
の

鐘
が
鳴
り
世
が
漸
く
平
成
に
戻
っ

た
頃
、
あ
れ
は
昭
和
20
年
の
今
頃

だ
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
県
下
の

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
代
議
員
会
を
創

設
し
た
。
代
議
制
度
の
性
格
に
つ

い
て
一
く
さ
り
や
っ
て
み
て
、
何

と
か
し
て
自
主
的
な
自
治
活
動
を

促
し
た
い
と
努
力
し
た
つ
も
り

だ
。
先
生
方
に
も
懇
切
な
指
導
を

仰
い
だ
。
そ
う
い
う
本
校
独
自
の

代
議
制
に
よ
る
自
治
会
が
出
来
て

か
ら
（
無
論
そ
れ
は
整
備
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
が
）
そ
の
後
、
そ

の
筋
の
指
示
も
あ
り
、
年
代
わ
り

名
も
代
わ
り
、
評
議
会
と
な
り
、

【
注

記
】

小
川
秀
雄
先
生
（
第
五
代
校
長
）

（
Ｓ
20
年
７
月
25
日
〜

Ｓ
25
年
３
月
31
日
）

守
屋
謙
三
先
生
（
数
学
）

（
Ｓ
・
16
〜
25
年
）

鵜
沢
定
一
先
生
（
社
会
）

（
Ｓ
・
14
〜
44
年
）

�
当
時
の
様
子
は
「
創
立
40
周
年

記
念
誌
」（288

頁
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
併
読
さ
れ
た
い
。

�
会
報
原
文
は
Ｂ
４
判
更
紙
１
枚

両
面
ガ
リ
版
刷
り
で
、
そ
の
コ
ピ

ー
の
判
読
は
容
易
で
な
か
っ
た
の

で
、
ミ
ス
は
ご
寛
容
を
…
。

＊

＊

＊

《
追

記
》

第
一
回
自
治
会
役
員
選
挙
に
つ

い
て
、
自
治
会
報
第
一
号
に
報
告

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
部
を
掲
載
す
る
。

＊

＊

＊

…
…
…
〔
前
略
〕
…
…
…
…

７
月
５
日

第
一
回
管
理
委
員
会

を
開
き
、
７
月
15
・
16
日
の
両

日
に
選
挙
を
行
う
事
と
決
定

７
月
10
日

第
二
回
管
理
委
員
会

を
開
き
、
選
挙
法
細
則
を
決
定

７
月
12
日

立
候
補
申
請
書
交
付

受
付
開
始

７
月
14
日

正
午

会
長
立
候
補

申
請
書
受
付
〆
切

会
長
立
候
補
者
数

２
名

７
月
15
日

会
長
選
挙

前
８
・
00
〜
前
９
・
30

選
挙

運
動
（
自
由
）

前
９
・
00
〜
前
10
・
30

立
候

補
者
立
会
演
説
会
（
講
堂
）

前
10
・
30
〜
前
11
・
00

投
票

（
ク
ラ
ス
毎
）

前
10
・
30
〜
正
午

開
票

（
講
堂
）

副
会
長
・
書
記
・
会
計
、
申
請

書

受
付
〆
切

…
…
…
〔
中
略
〕
…
…
…

７
月
16
日

副
会
長
・
書
記
・
会

計
・
級
役
員
選
挙

…
…
…
〔
中
略
〕
…
…
…

《
全
校
役
員
》

会

長

伊
谷

昭
幸
（
高
３
）

副
会
長

加
瀬

五
郎
（
高
２
）

書

記

土
屋

壽
（
高
３
）

〃

加
藤

茂
雄
（
高
２
）

〃

土
屋

壽
（
高
１
）

〃

鈴
木

康
史
（
中
３
）

会

計

須
合

利
夫
（
高
３
）

〃

伊
藤

博
（
高
２
）

〃

寺
口

一
郎
（
高
１
）

〃

有
田

哲
（
併
中
２
）

…
…
…
〔
以
下
略
〕
…
…
…

他
に
、
評
議
員
（
学
級
２
名
）

級
役
員
（
正
副
級
長
・
書
記
・
会

計
）
各
１
名
が
選
出
さ
れ
た
。

＊

＊

＊

資
料
提
供

大
関
正
己
（
高
２
）

復
刻
再
版

大
関

正
（
高
１
）

の
毒
な
会
員
が
居
り
は
せ
ぬ
か
心

配
だ
。
会
議
は
他
人
が
や
る
も
の

と
決
め
て
し
ま
っ
て
、
吾
関
せ
ず

焉
と
云
う
連
中
だ
。
こ
ん
な
の
は

そ
の
内
容
の
是
非
が
解
ら
な
く
と

も
関
心
だ
け
は
有
っ
て
い
る
野
次

馬
に
も
劣
る
と
云
え
る
で
あ
ろ

う
。
私
は
敢
え
て
野
次
馬
を
褒
め

る
の
で
は
な
い
が
、
尠
く
も
会
議

に
充
分
関
心
を
有
っ
て
貰
い
た

い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
事
柄
に

よ
っ
て
会
議
が
機
械
的
に
運
ば
れ

る
と
、
何
処
に
持
っ
て
行
か
れ
る

か
解
ら
な
い
。
ネ
オ
フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
と
云
う
事
が
あ
る
。
戦
時
中
の

東
條
幕
府
と
何
等
変
わ
る
事
の
な

い
、
少
数
独
裁
に
陥
る
こ
と
を
恐

れ
る
。

思
想
上
の
問
題
に
し
ろ
、
そ
の

他
、
目
前
に
色
々
の
問
題
が
山
積

し
て
い
る
。
今
こ
そ
諸
君
は
目
を

瞠
い
て
行
く
べ
き
秋
だ
。

し
ゃ
べ
れ
な
け
れ
ば
、
し
ゃ
べ

ら
な
く
と
も
よ
い
。
書
け
な
け
れ

ば
、
書
か
な
く
と
も
し
か
た
が
な

い
。
尠
く
も
決
議
の
一
票
に
対
し

て
は
、
充
分
判
断
の
出
来
る
力
と

関
心
だ
け
は
望
む
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
早
く
顧
問
な
ど
と
云

う
も
の
は
い
ら
な
い
、
真
に
自
由

な
心
配
の
な
い
も
の
に
し
た
い
も

の
だ
。

（13） 同 窓 さ ふ さ （第40号）
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匝
瑳
高
校
自
治
会
報

第
三
号
〔
昭
和
２３（1

9
4
8

）年
１１
月
２２
日
発
行
〕

顧

み

て

望

む
顧
問

鵜
沢

定
一



巨
星
墜
つ

（第40号） 同 窓 さ ふ さ （14）

ご
遺
族
も
し
く
は
関
係
者
か
ら

事
務
局
に
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
方

で
す
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
九
月
三
十
日
受
付
分
ま
で
）

《
会
員
訃
報
》

加
瀬

衛
さ
ん
（
中
４
）

平
成
21
年
９
月
２
日
逝
去

旭
市
ニ
ー
二
〇
五
六

青
柳

一
夫
さ
ん
（
中
８
）

平
成
17
年
７
月
23
日
逝
去

横
芝
光
町
篠
本
六
八
六

矢
持

茂
さ
ん
（
中
10
）

平
成
21
年
６
月
10
日
逝
去

大
阪
市
阿
倍
野
区
阪
南
町

一
ー
四
四
ー
一

中
島

雅
朗
さ
ん
（
中
15
）

平
成
21
年
５
月
23
日
逝
去

大
田
区
南
千
束
三
ー
六
ー
五

秋
葉

敏
夫
さ
ん
（
中
15
）

平
成
20
年
８
月
５
日
逝
去

香
取
市
小
見
川
一
五
二
六
ー
六

伊
藤

良
夫
さ
ん
（
中
16
）

平
成
21
年
6
月
１
日
逝
去

匝
瑳
市
八
日
市
場
ホ
三
二
四
三

澁
谷

宗
三
さ
ん
（
中
17
）

平
成
21
年
７
月
27
日
逝
去

匝
瑳
市
野
手

一
七
一
四
六
ー
一
一
二
八

鈴
木

昭
さ
ん
（
中
17
）

平
成
20
年
12
月
22
日
逝
去

千
葉
市
花
見
川
区
花
園

一
ー
一
九
ー
四

萩
原

基
維
さ
ん
（
中
18
）

平
成
21
年
５
月
13
日
逝
去

宇
都
宮
市
砥
上
町三

四
七
ー
一
二

鈴
木
幸
之
助
さ
ん
（
中
21
）

平
成
21
年
４
月
13
日
逝
去

多
古
町
多
古
二
七
四
四

岩
井

要
さ
ん
（
中
21
）

平
成
21
年
８
月
14
日
逝
去

旭
市
椎
名
内
五
七
六

宇
井

幹
雄
さ
ん
（
中
22
）

平
成
21
年
４
月
14
日
逝
去

匝
瑳
市
大
寺
一
八
七
二

鎌
形

和
さ
ん
（
高
１
）

平
成
21
年
６
月
26
日
逝
去

埼
玉
県
新
座
市
片
山

一
ー
一
三
ー
六

渡
辺

浩
さ
ん
（
高
１
）

平
成
21
年
８
月
12
日
逝
去

旭
市
岩
井
九
二
九

越
川

錬
三
さ
ん
（
高
２
）

平
成
21
年
５
月
11
日
逝
去

横
芝
光
町
宮
川
五
五
〇
四
ー
五

行
方
甲
子
夫
さ
ん
（
定
夜
１
）

平
成
20
年
10
月
31
日
逝
去

匝
瑳
市
八
日
市
場

イ
二
四
八
九
ー
一
〇

伊
藤

卓
郎
さ
ん
（
高
18
）

平
成
21
年
７
月
30
日
逝
去

匝
瑳
市
新
堀
二
一
九
〇

根
本

洋
孝
さ
ん
（
高
53
）

平
成
20
年
６
月
11
日
逝
去

旭
市
蛇
園
三
〇
八
九

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

昭
和
十
二
年
入
学
生
の
中
で
陸

上
競
技
部
選
手
と
し
て
最
も
華
々

し
い
活
躍
を
し
た
鈴
木
和
夫
君
（

旧
姓
佐
藤
）
が
い
る
。
短
距
離
の

宇
野
亨
（
旧
姓
佐
藤
）
君
と
二
人

は
双
璧
で
あ
っ
た
。
当
時
の
競
技

部
員
に
五
人
の
同
級
生
が
い
て
、

そ
の
う
ち
三
人
が
佐
藤
姓
だ
っ
た

の
で
、
我
わ
れ
は
名
前
で
呼
び
合

い
、
カ
ズ
オ
、
ト
オ
ル
、
ハ
ン
キ

と
言
っ
た
。
ハ
ン
キ
と
書
く
と
お

か
し
な
名
だ
と
お
思
い
で
し
ょ
う

が
繁
喜
と
い
う
字
な
の
で
シ
ゲ
キ

か
シ
ゲ
ヨ
シ
と
読
む
の
だ
ろ
う
と

思
う
が
、
本
人
も
平
気
で
ハ
ン
キ

と
言
っ
て
い
た
の
で
わ
れ
わ
れ
も

ハ
ン
キ
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
は
ト
オ

ル
君
が
代
議
士
に
な
っ
て
も
変
わ

ら
な
か
っ
た
。

一
方
カ
ズ
オ
君
は
本
年
十
月
十

日
お
亡
く
な
り
に
な
り
三
人
の
サ

ト
ウ
は
す
べ
て
亡
く
な
っ
た
。
カ

ズ
オ
は
中
長
距
離
の
王
者
で
あ

り
、
ト
オ
ル
は
百
�
二
百
�
低
障

害
の
覇
者
で
共
に
県
下
の
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
で
あ
っ
た
。

カ
ズ
オ
は
農
家
出
身
に
し
て
は

珍
し
く
柔
軟
な
身
体
を
持
ち
疲
れ

を
知
ら
な
い
走
り
方
を
し
た
。
既

に
下
級
組
の
頃
か
ら
頭
角
を
現
し

千
五
百
�
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
駅
伝

で
も
大
活
躍
し
た
。
四
年
生
に
な

る
と
千
五
百
�
の
勇
者
と
し
て
五

年
生
ま
で
県
下
で
連
続
優
勝
し

た
。
私
を
相
手
に
し
て
い
つ
も
先

頭
を
走
り
、
口
癖
の
よ
う
に
「
お

い
品
村
お
れ
の
あ
と
に
つ
い
て
こ

い
二
番
に
な
れ
る
ぞ
」
と
レ
ー
ス

毎
に
言
っ
て
い
た
。
私
も
言
う
こ

と
を
聞
い
て
二
位
に
つ
け
て
い
た

し
か
し
四
年
生
の
夏
休
み
を
き

っ
か
け
に
私
は
カ
ズ
オ
に
負
け
な

く
な
っ
て
い
た
。

当
時
は
四
十
日
間
練
習
を
休
み

改
め
て
九
月
一
日
か
ら
冬
の
駅
伝

め
ざ
し
て
の
練
習
を
開
始
し
て
い

た
の
に
、
私
は
七
月
の
県
大
会
で

八
百
�
予
選
で
落
選
し
、
カ
ズ
オ

に
呼
ば
れ
て
「
お
い
匝
中
は
な
、

八
百
、
千
五
百
�
で
は
一
位
二
位

に
な
る
の
が
伝
統
で
あ
る
。
そ
れ

が
予
選
落
ち
と
は
何
事
か
」
と
叱

り
と
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
は

恥
入
る
と
共
に
一
大
決
心
を
し
て

四
十
日
間
一
日
も
休
ま
ず
毎
日
十

キ
ロ
以
上
を
、
わ
が
家
の
庭
か
ら

鏑
木
の
坂
の
上
ま
で
を
走
り
続
け

た
。九

月
に
な
っ
た
ら
何
と
私
が
一

番
強
く
な
っ
て
い
て
、
カ
ズ
オ
は

「
お
か
し
い
、
お
れ
は
品
村
に
負

け
る
は
ず
は
な
い
」
と
不
思
議
が

っ
て
い
た
。
私
は
カ
ズ
オ
と
肩
を

並
べ
る
完
全
な
ラ
イ
バ
ル
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
自
信
を
つ

け
県
下
駅
伝
で
は
一
躍
ト
ッ
プ
に

躍
り
出
た
の
だ
。
こ
れ
も
一
重
に

カ
ズ
オ
に
喝
を
入
れ
ら
れ
た
賜
と

今
は
感
謝
あ
る
の
み
で
あ
る
。

カ
ズ
オ
と
私
は
二
級
先
輩
の
椎

名
直
礼
（
中
12
）
さ
ん
と
藤
井
嘉

重
（
中
12
）
さ
ん
に
可
愛
が
ら
れ

よ
く
米
倉
の
家
や
砂
原
の
家
に
泊

め
て
も
ら
い
、
人
生
観
や
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
わ
り
今
も
亡
き
藤

井
先
輩
を
偲
び
、
椎
名
さ
ん
に
対

す
る
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
生
き
て

い
る
。
私
が
昭
和
二
十
一
年
か
ら

二
十
五
年
ま
で
の
千
葉
県
選
手
権

を
始
め
教
職
員
大
会
、
月
例
競
技

会
な
ど
八
百
米
、
千
五
百
米
に
不

敗
の
百
連
勝
を
遂
げ
た
蔭
に
は
、

先
輩
の
良
き
ご
指
導
に
加
え
、
カ

ズ
オ
の
お
れ
に
つ
い
て
こ
い
の
叱

咤
鞭
励
が
あ
っ
て
の
賜
で
あ
る
思

い
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
カ
ズ
オ
に

頭
が
あ
が
ら
ぬ
思
い
と
感
謝
の
念

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
亡
き
友
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
筆
を
擱

く
。

品
村

晃
祥
（
中
14
）

。
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私
が
家
業
で
あ
る
農
業
に
取
り

組
み
始
め
た
の
は
22
歳
の
時
。
当

時
、
農
業
は
人
気
の
な
い
職
業
だ

っ
た
。
し
か
し
、
取
り
組
み
始
め

る
と
、
よ
り
改
革
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
産
業
で
は
な
い
か
と
も

考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
、
目
の
前
に
あ
る
問
題
を

一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
こ
う
と
産

直
に
取
り
組
み
始
め
、
一
九
九
八

年
に
は
農
事
組
合
法
人
和
郷
園
を

設
立
。
現
在
で
は
、
農
産
物
の
生

産
だ
け
で
な
く
、
冷
凍
や
カ
ッ
ト

と
い
っ
た
加
工
か
ら
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
運
営
ま
で
行
っ
て
い

る
。講

演
で
は
、
私
の
会
社
の
ル
ー

ル
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
。
例
え

ば
「
喧
嘩
両
成
敗
」。
仕
事
を
し

て
い
る
と
、「
誰
が
悪
い
、
彼
が

悪
い
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が

あ
る
。
し
か
し
、「
『
誰
か
が
悪

い
』
と
言
っ
た
人
間
も
悪
い
」
の

で
あ
る
。
そ
の
人
が
ど
う
見
て
も

悪
い
な
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
か

ら
、
周
り
に
対
し
て
「
あ
い
つ
は

悪
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
言
い
方
を

す
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
悪
く

な
る
前
に
自
分
か
ら
そ
の
人
に
対

し
て
「
こ
の
ま
ま
だ
と
悪
く
な
っ

て
し
ま
う
ぞ
」
と
言
う
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、「
悪

い
」
と
言
っ
た
人
も
言
わ
れ
た
人

も
「
喧
嘩
両
成
敗
」
な
の
で
あ
る
。

（15） 同 窓 さ ふ さ （第40号）
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〔
高
七
回
〕

大
木

伸
二
５

〔
高
九
回
〕

大
山

富
雄
５

木
村

良
雄
１

〔
高
十
一
回
〕

荒
張

文
子
５

〔
高
十
二
回
〕

渡
辺

一
生
５

〔
高
十
三
回
〕

嶋
田

亮
一
５

〔
高
十
六
回
〕

佐
藤

武
俊
10

村
越

正
躬
10

〔
高
十
七
回
〕

実
川

良
子
20

大
木

行
男
１

〔
高
十
八
回
〕

鈴
木

英
司
５

〔
高
二
十
回
〕

宇
井

照
子
１

稲
田

和
子
５

大
久
保
隆
章
３

秋
山
満
利
子
５

斉
藤

明
男
１

〔
高
三
十
九
回
〕

鈴
木
由
美
子

〔
高
四
十
三
回
〕

藤
城

公
久

〔
高
四
十
五
回
〕

井
上
満
佐
美

越
川

城
大

〔
高
四
十
七
回
〕

林

久
美
子

〔
高
五
十
三
回
〕

石
井

直
子

稗
田

哲
也

〔
高
五
十
六
回
〕

大
門

真
弓

小
川

尚
士

久
古

美
佳

〔
定
夜
五
十
回
〕

老
沼

操

〔
中
十
八
回
〕

石
毛

誠

〔
中
二
十
二
回
〕

嶋
田
卯
三
郎

〔
高
四
回
〕

石
井
八
重
子

〔
高
五
回
〕

金
杉

信
夫

〔
高
九
回
〕

加
瀬

浩
己

熊
谷
美
津
子

〔
高
十
回
〕

石
井

昌
訓

山
崎

貞

〔
高
十
一
回
〕

川
口

利
典

平
出

洋
子

沢
田

壽
子

〔
高
十
二
回
〕

鈴
木

明

〔
高
十
三
回
〕

堀
越

正
夫

〔
高
十
四
回
〕

宮
野

房
子

〔
定
夜
十
回
〕

小
川

武
夫

〔
高
十
七
回
〕

草
葉

和
子

鈴
木

利
子

那
須

章
典

森

幸
男

〔
高
十
八
回
〕

近

信
子

鈴
木

照
代

〔
高
十
九
回
〕

関

常
吉

小
山

富
男

中
島
農
夫
男

〔
高
二
十
回
〕

椎
名

光
男

〔
高
二
十
一
回
〕

宇
井
三
千
男

〔
高
二
十
五
回
〕

在
田

幸
子

〔
高
二
十
六
回
〕

加
瀬

恵
子

〔
高
三
十
回
〕

来
栖

聖
一

〔
高
三
十
二
回
〕

若
梅

裕
子

〔
高
三
十
三
回
〕

森

雅
昭

〔
高
三
十
四
回
〕

須
郷

章

半
田
ひ
で
子
２

〔
高
二
十
一
回
〕

大
谷
か
お
る
10

嶋
田

時
男
10

仁
平

裕
子
10

〔
高
二
十
二
回
〕

岩
井

和
雄
１

吉
野

節
子
10

小
沼
美
津
子
５

〔
高
二
十
三
回
〕

宮
間

利
彦
３

〔
高
二
十
四
回
〕

加
瀬

教
子
10

〔
高
二
十
五
回
〕

及
川

博
１

鏑
木

友
孝
１

向
後
喜
美
子
１

林

正
俊
５

日
色

錦
次
５

木
内

淑
子
５

〔
高
二
十
七
回
〕

河
野

幸
男
10

〔
高
二
十
九
回
〕

押
田

明
裕
１

萩
原

勉
５

〔
高
三
十
回
〕

�
橋

孝
二
１

〔
高
三
十
二
回
〕

武
井

隆
10

〔
高
三
十
四
回
〕

村
上

静
智
10

〔
高
三
十
五
回
〕

山
口

芳
宣
10

〔
高
三
十
八
回
〕

大
川
信
一
郎
１

〔
高
四
十
回
〕

加
藤

正
嘉
１

崎
山

博
之
１

新
行
内
勝
善
１

〔
高
四
十
一
回
〕

遠
藤

正
和
１

平
山

昭
彦
10

山
田

尚
樹
５

〔
高
四
十
四
回
〕

石
橋

康
１

〔
高
四
十
九
回
〕

嶋
�
千
寿
江
10

〔
高
五
十
一
回
〕

鈴
木

千
鶴
１

〔
高
五
十
三
回
〕

清
水
よ
し
の
５

〔
高
五
十
六
回
〕

佐
藤

弘
美
10

往
古

嵩
永
５

鏑
木

陽
光
１

小
林

弘
明
１

浪
川

愛
子
10

※
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
、
十
月

一
日
受
付
ま
で
。

※
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
四
日

か
ら
、
九
月
十
日
受
付
ま
で
。

※
名
前
の
下
の
数
字
は
納
入
し
て

い
た
だ
い
た
年
数
を
示
し
ま
す
。

和
郷
園
代
表
幹
事

木
内
博
一
さ
ん
（
高
３８
）

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
、
同
窓
会
の
学
校
支
援
事
業
の
一
つ
で
あ
る

先
輩
に
よ
る
夢
授
業
が
、
今
年
は
１０
月
１３
日
（
火
）、
一
年
生
全
員
を

対
象
に
お
こ
な
わ
れ
た
。



菊
間

完

木
下

克
己

関

文
子

加
瀬
美
津
子

〔
高
十
四
回
〕

桑
島

毅

〔
高
十
六
回
〕

青
柳

勝
夫

礒
部

治
夫

大
矢

孝

薄
田

勝
也

〔
高
十
七
回
〕

石
井

克
明

金
杉

利
彦

木
内

昭
博

〔
高
十
八
回
〕

飯
島

浩

松
戸

良
平

富
沢
富
美
子

〔
高
十
九
回
〕

片
岡

隆
明

〔
高
二
十
回
〕

花
香

健
司

〔
高
二
十
一
回
〕

山
崎
す
み
子

〔
高
二
十
二
回
〕

古

弘
子

豊
田

裕

〔
高
二
十
四
回
〕

岩
崎

映
夫

馬

淵

英

夫
（
高
１０
）

品

村

晃

祥
（
中
１４
）

平

山

武

彦
（
高
７
）

綿

貫

ひ
ろ
子
（
高
８
）

米

本

雅

男
（
高
１０
）

富

澤

汎

子
（
高
１１
）

川

口

克

己
（
高
１５
）

岩

瀬

道

治

（
事
務
局
／
高
２４
）

川

口

明

和

（
会
長
／
高
１７
）

（第40号） 同 窓 さ ふ さ （16）

〔
高
三
十
九
回
〕

三
嶋

晃
子

伊
藤

真
帆

〔
高
四
十
三
回
〕

林

共
和

〔
高
四
十
四
回
〕

沼
本
（
小
長
谷
）

智
子

〔
高
四
十
六
回
〕

齊
藤
志
津
子

椎
名

貴
彦

〔
高
四
十
七
回
〕

齊
藤

裕
子

〔
高
五
十
回
〕

大
川

直
美

〔
高
五
十
三
回
〕

石
毛

勝
之

前
橋

裕
介

佐
瀬

春
美

〔
高
二
十
五
回
〕

土
谷
美
恵
子

〔
高
二
十
六
回
〕

小
西

正
子

〔
定
夜
二
十
二
回
〕

伊
東

義
和

〔
高
三
十
回
〕

土
屋

令
子

〔
高
三
十
一
回
〕

伊
藤

尚
子

〔
高
三
十
五
回
〕

山
�

和
之

〔
高
三
十
七
回
〕

小
倉

久
尚

〔
高
三
十
八
回
〕

伊
東（
小
川
）

栄
二

〔
中
十
六
回
〕

田
中

健
一

〔
中
十
八
回
〕

宇
井

登

〔
高
一
回
〕

大
川

英
雄

〔
高
四
回
〕

伊
藤

明

斉
藤

勉

〔
高
六
回
〕

林

貞
夫

〔
高
七
回
〕

加
瀬

亨

木
原

孝
明

〔
定
昼
三
回
〕

大
木

淑
雄

〔
高
八
回
〕

石
橋

良
一

〔
高
九
回
〕

松
本

勲
男

〔
高
十
回
〕

石
井

一
徳

平
山

健

〔
定
夜
四
回
〕

来
栖

利
雄

〔
高
十
二
回
〕

藤
原

雪
江

〔
高
十
三
回
〕

三
科

弘
子

篠
原

勝

〔
高
七
回
〕

岩
井

貞
夫
５

長
谷
川
靖
子
10

〔
高
九
回
〕

上
原

美
子
５

菅
谷

良
民
１

〔
高
十
回
〕

稗
田

正
治
５

〔
高
十
一
回
〕

伊
藤

操
10

沢
田

壽
子
５

吉
岡

久
雄
５

〔
高
十
二
回
〕

岩
崎

京
子
10

鈴
木

明
10

渡
辺

一
生
10

〔
定
夜
六
回
〕

荒
木

長
美
５

〔
高
十
三
回
〕

須
合

昭
次
５

萩
本

洋
５

〔
高
十
四
回
〕

松
尾

博
子
５

黒
須

美
子
５

実
川

静
枝
５

〔
高
十
五
回
〕

高
木

悦
子
10

仲
村

稔
10

〔
高
十
六
回
〕

花
澤
新
治
郎
５

佐
藤

光
男
10

〔
高
十
七
回
〕

鎌
形

喜
昭
15

宇
根

浩
美
10

林

重
見
10

米
本
美
津
子
10

伊
藤

清
子
６

〔
高
十
八
回
〕

江
波
戸
俊
夫
10

五
木
田
敦
子
10

椎
名

正
６

田
端

吉
子
10

林

健
子
20

宮
内

秀
10

〔
高
十
九
回
〕

高
橋

朝
子
10

永
田

弘
子
５

佐
々
木

勇
５

土
屋

俊
夫
１

土
屋

均
10

〔
高
二
十
回
〕

大
木

廣
子
５

斉
藤

明
男
１

半
田
ひ
で
子
３

平
山

栄
子
10

〔
高
二
十
一
回
〕

高
木

諭
５

〔
高
二
十
二
回
〕

岸

と
き
３

〔
高
二
十
三
回
〕

山
�

弘
美
10

佐
々
木
信
子
５

土
屋

和
子
10

松
村

光
雄
１

〔
高
二
十
五
回
〕

伊
藤

和
明
１

大
木

文
子
10

及
川

博
１

鏑
木

友
孝
１

竹
内

希
庸
５

〔
高
二
十
六
回
〕

山
口
美
恵
子
５

當
時

久
子
10

〔
高
二
十
七
回
〕

石
田
洋
一
郎
10

岡

邦
俊
２

古
作

修
10

吉
田

和
実
５

〔
高
二
十
八
回
〕

深
澤
加
代
子
１

〔
高
二
十
九
回
〕

伊
賀

佳
子
10

寺
本

惠
一
10

〔
高
三
十
回
〕

来
栖

聖
一
10

〔
高
三
十
一
回
〕

石
井

幸
夫
10

〔
高
三
十
二
回
〕

日
下
部
ま
り
子
10

〔
高
三
十
四
回
〕

向
後

秀
明
３

吉
田
加
代
子
５

〔
高
三
十
五
回
〕

石
毛

元
博
５

太
田

和
広
５

岩
波
美
智
子
10

都
祭

史
10

〔
高
三
十
六
回
〕

石
毛

健
５

金
子

和
仁
10

〔
高
三
十
七
回
〕

北
林

幸
代
１

〔
高
三
十
八
回
〕

沼
野

昌
子
10

大
川
信
一
郎
１

〔
高
四
十
回
〕

加
藤

正
嘉
１

新
行
内
勝
善
５

多
田

薫
５

増
田

七
恵
10

崎
山

博
之
１

〔
高
四
十
一
回
〕

石
毛

篤
10

伊
藤

一
成
１

〔
高
四
十
三
回
〕

林

留
美
５

中
西

亜
弥
５

〔
高
四
十
四
回
〕

石
橋

康
１

鈴
木

匡
５

〔
高
四
十
六
回
〕

石
橋

祥
光
３

〔
高
四
十
七
回
〕

石
井

久
子
５

林

久
美
子
５

香
川

穣
治
１

越
川

裕
之
５

鈴
木

尚
５

中
西

大
典
５

〔
高
四
十
九
回
〕

加
藤

慎
介
１

香
川

梨
沙
１

長
谷
川
康
弘
10

〔
高
五
十
一
回
〕

鈴
木

千
鶴
１

桂
山

喬
年
５

※
平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
、

二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
受
付
ま
で

◎
さ
ふ
さ
３９
号
は
、
全
会
員
に
は
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

４０
号
に
３９
号
の
会
費
納
入
者
一
覧
を
転
載
し
ま
す
。

※
平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
、

二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
受
付
ま
で

※
名
前
の
下
の
数
字
は
納
入
し
て
い

た
だ
い
た
年
数
を
示
し
ま
す
。

〔
高
三
回
〕

飯
島

信
雄
５

遠
藤

寛
之
５

〔
定
昼
一
回
〕

飯
笹

忠
５

〔
高
六
回
〕

高
木

義
隆
10

並
木

良
雄
２

〔
定
昼
二
回
〕

勝
又

藤
男
５

全
員
配
布
の
40
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

紙
面
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
学
年
合
同
同
窓
会
の
報
告
が

多
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
若
い
人
た
ち
の
投
稿

が
増
え
て
き
ま
し
た
。自
薦
・
他
薦
を
問
わ
ず
、

こ
ん
な
仲
間
が
い
ま
す
な
ど
の
原
稿
を
求
め
ま

す
。詳

し
い
記
事
は
次
号
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
匝
東
会
の
「
故
郷
を
歩
こ
う
会
」
に
今
年

も
編
集
委
員
か
ら
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
60

名
を
超
え
る
参
加
者
と
秋
の
飯
岡
・
海
上
・
干

潟
地
区
を
歩
き
ま
し
た
。

《第40号編集委員》

〔
高
五
十
二
回
〕

香
川

陽
平
１

〔
高
五
十
三
回
〕

清
水
よ
し
の
５

稗
田

哲
也
５

〔
高
五
十
四
回
〕

大
塚

昇
10

〔
高
五
十
五
回
〕

越
川
健
一
郎
３

編

集

後

記
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